
JP 2013-15727 A 2013.1.24

10

(57)【要約】
【課題】光コネクタ（光コネクタプラグ）との接続（結
合）を、低コストで実現する光コネクタの提供。
【解決手段】光コネクタ挿入穴１１ａが前側に開口する
コネクタ嵌合ハウジング２０と、該コネクタ嵌合ハウジ
ング２０の後部に一体的に設けられた前側ハウジング３
０の後側にストップリング４１を嵌合してなるユニット
部ハウジング５１内に内蔵フェルール６１を収納する結
合ユニット部５０とを有し、光コネクタ挿入穴１１ａに
挿入された挿入光コネクタのフェルールが前記内蔵フェ
ルール６１に突き合わせられる光コネクタ１０、この光
コネクタ１０をプレートに取り付けてなるコネクタ接続
ユニットを提供する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光コネクタ挿入穴が前側に開口するコネクタ嵌合ハウジングと、該コネクタ嵌合ハウジ
ングの後部に取り付けられ、内部に内蔵フェルールを収納して前側ハウジングとその後側
のストップリングとを嵌合して形成される結合ユニット部とを有し、
　前記前側ハウジングは、前記内蔵フェルールおよびそれの内挿される位置決めスリーブ
が貫通するベース部と、前記ストップリングと嵌合するスリーブ状のプラグフレーム部と
を有し、
　前記光コネクタ挿入穴に挿入される挿入光コネクタのフェルールが、前記位置決めスリ
ーブに挿入され位置決めされて前記内蔵フェルールに突き合わされる光コネクタ。
【請求項２】
　前記コネクタ嵌合ハウジングは、前記光コネクタ挿入穴に連通する前側ハウジング挿入
穴を有し、前記前側ハウジングを前記前側ハウジング挿入穴に挿入して前記ベース部と前
記コネクタ嵌合ハウジングとを嵌合させることによって前記結合ユニット部を前記コネク
タ嵌合ハウジングに取り付ける請求項１に記載の光コネクタ。
【請求項３】
　前記コネクタ嵌合ハウジングは、前記前側ハウジング挿入穴に挿入された前記前側ハウ
ジングと係合して、該前側ハウジングの前記コネクタ嵌合ハウジングに対する前後方向の
移動を規制する係止手段を有し、
　前記係止手段は、前側へ行くにしたがって前記前側ハウジング挿入穴内面からの突出寸
法が増大するテーパ状に突設されて、挿入された前記ベース部の外周に突設されている固
定用突部が乗り越え可能かつ乗り越えた前記固定用突部の後方への移動を規制する係止突
部と、該係止突部から前側に離隔させて突設されて、前記係止突部をその後側から前側へ
乗り越えた前記固定用突部が当接されることで該固定用突部の前方への移動を規制するス
トッパ突部とを有する請求項２に記載の光コネクタ。
【請求項４】
　前記係止突部は、前記コネクタ嵌合ハウジングにその前後方向に延在形成した一対の長
孔の間の弾性壁部に突設されている請求項３に記載の光コネクタ。
【請求項５】
　前記コネクタ嵌合ハウジングの外周面に形成されたコネクタ前側に行くにしたがって外
周面からの離隔距離が増大する突片である係止用弾性片と、この係止用弾性片の前端から
コネクタ前側に離隔させて突設されたリブ状の突部とを有する請求項１～４のいずれか１
項に記載の光コネクタ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の光コネクタの前記コネクタ嵌合ハウジングをプレ
ートに開口する窓孔に挿入して取り付けたコネクタ接続ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光コネクタ、コネクタ接続ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光コネクタとしては、例えばＳＣ形光コネクタ（ＪＩＳ　Ｃ５９７３に制定されるＦ０
４形光コネクタ。ＳＣ：Single fiberCoupling optical fiber connector）のように、プ
ラグ－アダプタ－プラグ方式で結合して、光ファイバ同士のコネクタ接続に用いられるも
のが広く提供されている。
　この結合方式の光コネクタ（プラグ）は、フェルールをスリーブ状のハウジングに収納
した構造が一般的であり（例えば特許文献１）、アダプタに挿入したときに、前記ハウジ
ングがアダプタ内の係合爪と係脱可能に係合してアダプタに嵌合する。そして、この光コ
ネクタは、アダプタにその両側からそれぞれ挿入して嵌合し、アダプタ内にて互いに突き
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合わせることで、結合できる。また、アダプタに嵌合状態の光コネクタは、そのハウジン
グに対するアダプタの係合爪の係合を解除することで、アダプタから抜き去ることができ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１２８４２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　アダプタを用いた光コネクタ同士の結合、結合解除は、アダプタの一方の側に光コネク
タを嵌合したまま、アダプタの他方の側でのコネクタ操作（アダプタに対する光コネクタ
の挿脱）のみによって行う方式が多く採られている。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、光コネクタ（光コネクタプラグ）と
の接続（結合）を、低コストで実現する光コネクタ、コネクタ接続ユニットの提供を目的
としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明では以下の構成を提供する。
　第１の発明は、光コネクタ挿入穴が前側に開口するコネクタ嵌合ハウジングと、該コネ
クタ嵌合ハウジングの後部に取り付けられ、内部に内蔵フェルールを収納して前側ハウジ
ングとその後側のストップリングとを嵌合して形成される結合ユニット部とを有し、前記
前側ハウジングは、前記内蔵フェルールおよびそれの内挿される位置決めスリーブが貫通
するベース部と、前記ストップリングと嵌合するスリーブ状のプラグフレーム部とを有し
、前記光コネクタ挿入穴に挿入される挿入光コネクタのフェルールが、前記位置決めスリ
ーブに挿入され位置決めされて前記内蔵フェルールに突き合わされる光コネクタを提供す
る。
　第２の発明は、前記コネクタ嵌合ハウジングは、前記光コネクタ挿入穴に連通する前側
ハウジング挿入穴を有し、前記前側ハウジングを前記前側ハウジング挿入穴に挿入して前
記ベース部と前記コネクタ嵌合ハウジングとを嵌合させることによって前記結合ユニット
部を前記コネクタ嵌合ハウジングに取り付ける第１の発明の光コネクタを提供する。
　第３の発明は、前記コネクタ嵌合ハウジングは、前記前側ハウジング挿入穴に挿入され
た前記前側ハウジングと係合して、該前側ハウジングの前記コネクタ嵌合ハウジングに対
する前後方向の移動を規制する係止手段を有し、前記係止手段は、前側へ行くにしたがっ
て前記前側ハウジング挿入穴内面からの突出寸法が増大するテーパ状に突設されて、挿入
された前記ベース部の外周に突設されている固定用突部が乗り越え可能かつ乗り越えた前
記固定用突部の後方への移動を規制する係止突部と、該係止突部から前側に離隔させて突
設されて、前記係止突部をその後側から前側へ乗り越えた前記固定用突部が当接されるこ
とで該固定用突部の前方への移動を規制するストッパ突部とを有する第２の発明の光コネ
クタを提供する。
　第４の発明は、前記係止突部は、前記コネクタ嵌合ハウジングにその前後方向に延在形
成した一対の長孔の間の弾性壁部に突設されている第３の発明の光コネクタを提供する。
　第５の発明は、前記コネクタ嵌合ハウジングの外周面に形成されたコネクタ前側に行く
にしたがって外周面からの離隔距離が増大する突片である係止用弾性片と、この係止用弾
性片の前端からコネクタ前側に離隔させて突設されたリブ状の突部とを有する第１～４の
いずれか１つの発明の光コネクタを提供する。
　第６の発明は、第１～５のいずれか１つの発明の光コネクタの前記コネクタ嵌合ハウジ
ングをプレートに開口する窓孔に挿入して取り付けたコネクタ接続ユニットを提供する。
【発明の効果】
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【０００７】
　本発明に係る光コネクタは、コネクタ嵌合ハウジングの光コネクタ挿入穴に挿入した挿
入光コネクタのフェルールを突き合わせ接合させる内蔵フェルールが組み込まれ、前記挿
入光コネクタに直接接続（結合）出来る結合ユニット部を有する。結合ユニット部の内蔵
フェルールは、前側ハウジングに設けられた位置決めスリーブに内挿されている。挿入光
コネクタのフェルールは、位置決めスリーブに挿入されることで、該位置決めスリーブに
よって内蔵フェルールに対して位置決めされて、位置決めスリーブ内にて内蔵フェルール
に突き合わせ接合される。このため、本発明に係る光コネクタは、挿入光コネクタとの接
続、それによる、挿入光コネクタのフェルールに内挿固定した光ファイバと内蔵フェルー
ルに内挿固定した光ファイバとのコネクタ接続（光接続）をアダプタ無しに、低コストで
実現できる。本発明によれば、プラグ－アダプタ－プラグ結合方式に比べて少ない部品点
数で光ファイバ同士のコネクタ接続を実現でき、低コスト化も容易に実現できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の１実施形態の光コネクタをその前側から構造を示す斜視図である。
【図２】本発明の１実施形態の光コネクタをその後側から構造を示す斜視図である。
【図３】図１、図２の光コネクタの分解斜視図である。
【図４】図１、図２の光コネクタのクランプ部付きフェルールを示す分解斜視図であり、
後側延出片の調心溝及び被覆部収納溝と２つの蓋部材との関係を説明する図である。
【図５】図１、図２の光コネクタのクランプ部付きフェルールを示す分解斜視図であり、
クランプ部の２つの蓋部材を説明する図である。
【図６】図１、図２の光コネクタの構造を説明する図であって、該光コネクタを光ファイ
バケーブル端末に組み立てた状態を示す断面図（平断面図）である。
【図７】（ａ）～（ｅ）は、図１、図２の光コネクタの結合ユニット部の前側ハウジング
を説明する図である。
【図８】（ａ）～（ｄ）は、図１、図２の光コネクタのコネクタ嵌合ハウジングを説明す
る図である。
【図９】図１、図２の光コネクタのクランプ部付きフェルールのクランプ部の半割り構造
の把持用素子部と該把持用素子部に割り込ませる介挿片との関係を説明する断面図である
。
【図１０】図１、図２の光コネクタのコネクタ嵌合部付近の構造を示す断面図（側断面図
）である。
【図１１】図１、図２の光コネクタと、その光コネクタ挿入孔に挿入した挿入光コネクタ
との嵌合状態を説明する断面図（平断面図）である。
【図１２】図１、図２の光コネクタを光ファイバケーブル端末に組み立てる組立方法を説
明する斜視図である。
【図１３】図１、図２の光コネクタを光ファイバケーブル端末に組み立てる際に、光ファ
イバケーブル端末に引留用固定部材として組み付ける外被把持部材を説明する斜視図であ
る。
【図１４】図１、図２の光コネクタの挿入補助スライダー及び引き留めカバーと、光ファ
イバケーブル端末に固定された引留用固定部材との関係を説明する図であって、（ａ）は
側断面図、（ｂ）は光コネクタ後側から見た図である。
【図１５】図１、図２の光コネクタをプレート（コネクタ取付プレート）に取り付けたコ
ネクタ接続ユニットの一例を説明する図である。
【図１６】図１５のコネクタ接続ユニットの組立方法であって、プレート（コネクタ取付
プレート）の窓孔を介してプレート裏面側から表面側に引き出した光ファイバケーブルの
端末に光コネクタを組み立てる工程を有する組立方法を説明する図である。
【図１７】図１５のコネクタ接続ユニットの組立方法であって、プレート（コネクタ取付
プレート）に取り付けた光コネクタに固定部材付きケーブル端末を押し込む工程を有する
組立方法を説明する図である。
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【図１８】図１５のコネクタ接続ユニットの組立方法であって、光ファイバケーブル端末
に組み立てた結合ユニット部を、プレート（コネクタ取付プレート）に取り付けたコネク
タ嵌合ハウジングに嵌合3する工程を有する組立方法を説明する図である。
【図１９】図１、図２の光コネクタの光コネクタ挿入孔に挿入して嵌合させる挿入光コネ
クタの一例を示す斜視図である。
【図２０】本発明に係る実施形態の光コネクタの別態様を示す図であって、光ファイバ先
端部に組み立てられる現場組立形の光コネクタの一例を示す図である。
【図２１】図２０の光コネクタの結合ユニットを示す図であって、（ａ）は後側から見た
斜視図、（ｂ）は前側から見た斜視図である。
【図２２】図２０の光コネクタの結合ユニットの構造を説明する分解斜視図である。
【図２３】図２０の光コネクタのストップリング内側の段差面（スプリング受け面）とス
プリングとの関係を示す断面図である。
【図２４】本発明に係る実施形態の光コネクタの結合ユニット部の別態様の一例を説明す
る図であって、光ファイバ先端に直接取り付けられたフェルールを内蔵する結合ユニット
をその後側から見た斜視図である。
【図２５】図２４の結合ユニットの構造を説明する分解斜視図である。
【図２６】図２４の結合ユニットのフェルール、スプリング、ストップリングの関係を説
明する図である。
【図２７】図１５のコネクタ取付プレートの一例を示す図である。
【図２８】本発明に係る実施形態のコネクタ接続ユニットを上下多段に設けた構成の光配
線盤の一例を示す図である。
【図２９】コネクタ嵌合ハウジングの別態様を示す斜視図である。
【図３０】（ａ）～（ｄ）は図２９のコネクタ嵌合ハウジングの構造を示す図である。
【図３１】図１、図２の光コネクタを組み立てる光ファイバケーブルの構造の一例を説明
する斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の１実施形態について、図面を参照して説明する。
　図１～図３に示す実施形態の光コネクタ１０は、角筒状のコネクタ嵌合ハウジング２０
（具体的には後述する角筒状の嵌合ハウジング本体２０ｆ）と、このコネクタ嵌合ハウジ
ング２０の内側に嵌合して一体的に設けた前側ハウジング３０に後側ハウジング４０を取
り付けてなるハウジング５１にクランプ部付きフェルール６０（後述）を収納した結合ユ
ニット部５０とを有する。
　なお、結合ユニット部５０のハウジング５１を、以下、ユニット部ハウジングとも言う
。
【００１０】
　図示例の光コネクタ１０のコネクタ嵌合ハウジング２０はプラスチック製の一体成形品
である。
　このコネクタ嵌合ハウジング２０は、角筒状の嵌合ハウジング本体２０ｆの両側に、リ
ブ状の突部２５と、係止用弾性片２０ｅ（後述）とを突設した概略構成になっている。
　図８（ａ）～（ｄ）に示すように、前記突部２５は、嵌合ハウジング本体２０ｆの軸線
方向中央部の外周面から両側に突出している。この突部２５は、例えば図１５に示すよう
に、嵌合ハウジング本体２０ｆをプレート５（以下、コネクタ取付プレートとも言う）に
形成された窓孔５ａに挿入してコネクタ嵌合ハウジング２０をプレート５に取り付ける際
に、プレート５に当接させるものである。以下、この突部２５を当接突部とも言う。
　なお、前記コネクタ取付プレート５に光コネクタ１０を取り付けたユニットを、以下、
コネクタ接続ユニット２００とも言う。
【００１１】
　コネクタ嵌合ハウジング２０の係止用弾性片２０ｅは、嵌合ハウジング本体２０ｆの軸
線方向において前記突部２５が突設されている中央部から片方の側（後述の後筒部２０ｂ
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。後部）の外周面から突出している。この係止用弾性片２０ｅは、前記当接突部２５側に
行くにしたがって嵌合ハウジング本体２０ｆ外周面からの距離が増大するように突出して
いる。嵌合ハウジング本体２０ｆから突出する係止用弾性片２０ｅの突端は当接突部２５
から離隔した位置にある。係止用弾性片２０ｅの突端と当接突部２５との間には隙間が確
保されている。
　図３、図１５に示すように、図示例の光コネクタ１０のコネクタ嵌合ハウジング２０は
、係止用弾性片２０ｅが突設されている後筒部２０ｂをコネクタ取付プレート５の窓孔５
ａに挿入し、前記当接突部２５と係止用弾性片２０ｅとの間にコネクタ取付プレート５を
挟み込むことでコネクタ取付プレート５に取り付けることができる。
【００１２】
　図６、図８（ｂ）～（ｄ）に示すように、前記嵌合ハウジング本体２０ｆの内側を貫通
する貫通孔（以下、ハウジング貫通孔２６とも言う）は、その軸線に垂直の断面（ハウジ
ング貫通孔２６について、以下、単に断面とも言う）が概略長方形状となっている。
　前記当接突部２５は、角筒状の嵌合ハウジング２０ｆの４つの壁部のうち、コネクタ嵌
合ハウジング２０のハウジング貫通孔２６の断面長手方向両側の一対の壁部（側壁部２３
、２４）の外面（ハウジング貫通孔２６に臨む内面とは反対の側の面）側に突設されてい
る。図示例のコネクタ嵌合ハウジング２０のハウジング貫通孔２６の断面長手方向に直交
する幅方向両側に位置する壁部（主壁部２１、２２）には当接突部２５は突設されていな
い。
　係止用弾性片２０ｅも、嵌合ハウジング２０ｆの側壁部２３、２４の外面のみに突設さ
れている。
【００１３】
　図１～図３に示すように、結合ユニット部５０の前側ハウジング３０は、コネクタ嵌合
ハウジング２０のハウジング貫通孔２６に内挿され、後筒部２０ｂ（コネクタ嵌合ハウジ
ング２０の後部）に嵌合されている。図３、図１０に示すように、コネクタ嵌合ハウジン
グ２０の嵌合ハウジング本体２０ｆの後筒部２０ｂの内面には、前側ハウジング３０の後
筒部２０ｂに内挿した部分に係合して前側ハウジング３０をコネクタ嵌合ハウジング２０
に固定するための係止突部２７及びストッパ突部２８が突設されている。
【００１４】
　本明細書においては、コネクタ嵌合ハウジング２０について、嵌合ハウジング本体２０
ｆの軸線方向において係止突部２７及びストッパ突部２８が突設されている側を後、反対
側を前として説明する。係止突部２７及びストッパ突部２８は、嵌合ハウジング本体２０
ｆの軸線方向において当接突部２５から前側に位置する前筒部２０ａには突設されていな
い。なお、係止突部２７及びストッパ突部２８については、後で詳述する。
【００１５】
　図１１に示すように、コネクタ嵌合ハウジング２０とその嵌合ハウジング本体２０ｆ内
側に嵌合して取り付けた前側ハウジング３０とは、光コネクタ９０（光コネクタプラグ）
を挿入、嵌合可能なコネクタ嵌合部１１を構成する。以下、光コネクタ９０を挿入光コネ
クタとも言う。
　図６、図１０に示すように、図示例の光コネクタ１０は、その前端部にコネクタ嵌合部
１１を有し、このコネクタ嵌合部１１から後側に前記結合ユニット部５０が突出する構成
となっている。換言すれば、この光コネクタ１０は、結合ユニット部５０の前端部に、前
側ハウジング３０をコネクタ嵌合ハウジング２０内側に嵌合してなるコネクタ嵌合部１１
を有する構成となっている。
　なお、本明細書において、前側ハウジング３０のコネクタ嵌合ハウジング２０に対する
嵌合は、前側ハウジング３０を嵌合ハウジング本体２０ｆ内側、さらに詳しくは嵌合ハウ
ジング本体２０ｆの後筒部２０ｂ内側に嵌合することを指す。
【００１６】
　図示例の光コネクタ１０のコネクタ嵌合部１１は、挿入光コネクタ９０としてＳＣ形光
コネクタを挿入、嵌合可能となっている。この挿入光コネクタ９０を図１９に示す。
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　図６、図１０に示すように、コネクタ嵌合部１１は、コネクタ嵌合ハウジング２０のハ
ウジング貫通孔２６のうち、コネクタ嵌合ハウジング２０内側に嵌合された前側ハウジン
グ３０のベース部３１から前側の部分である光コネクタ挿入穴１１ａを有している。光コ
ネクタ挿入穴１１ａは、コネクタ嵌合ハウジング２０の前側に開口している。
　図１１に示すように、挿入光コネクタ９０は、コネクタ嵌合部１１前端（コネクタ嵌合
ハウジング２０前端）から、コネクタ嵌合ハウジング２０内側の光コネクタ挿入穴１１ａ
に挿入して、コネクタ嵌合部１１に嵌合される。
　図示例のコネクタ嵌合部１１に嵌合可能な挿入光コネクタとしては、ＳＣ形光コネクタ
からつまみ（カップリング）を省略した構成の、いわゆるＳＣ２形光コネクタも採用可能
である。
【００１７】
　図６、図１０に示すように、コネクタ嵌合ハウジング２０は、その軸線方向（嵌合ハウ
ジング本体２０ｆの軸線方向。換言すればハウジング貫通孔２６の軸線方向。前後方向）
において中央部の前記当接突部２５から前側の部分である前筒部２０ａと、該前筒部２０
ａとは反対側の後筒部２０ｂ（後部）とを有している。コネクタ嵌合ハウジング２０のハ
ウジング貫通孔２６のうち、後筒部２０ｂ内側に位置する部分は、前側ハウジング３０が
内挿嵌合される前側ハウジング挿入穴２６ａとして機能する。コネクタ嵌合ハウジング２
０は、その内側に、前記光コネクタ挿入穴１１ａと、該光コネクタ挿入穴１１ａに連通す
る前側ハウジング挿入穴２６ａとを有している。前記前側ハウジング３０は、外観ブロッ
ク状のベース部３１（図３参照）をコネクタ嵌合ハウジング２０の後筒部２０ｂの内側に
嵌合してコネクタ嵌合ハウジング２０に取り付けられている。
【００１８】
　前側ハウジング３０は、前記ベース部３１から前側に突出する突筒部３２を有している
。前側ハウジング３０には、前記ベース部３１を貫通して前記突筒部３２前端に開口する
貫通孔３３（フェルール挿入孔）が形成されている。この貫通孔３３は、前記突筒部３２
の内側孔と、該内側孔を後側へ延長するようにしてベース部３１に貫通させた部分とから
なり、前記突筒部３２の内側孔を含み、前記ベース部３１後端に開口している。
【００１９】
　前記貫通孔３３には位置決めスリーブ５２が貫通孔３３の軸線方向に移動可能に収納さ
れている。また、この位置決めスリーブ５２の内側には、後述するクランプ部付きフェル
ール６０のフェルール６１（内蔵フェルール。フェルール本体）が内挿されている。
【００２０】
　挿入光コネクタ９０は、スリーブ状のつまみ９１（図１９参照）外周に突設されている
キー９１ｄを、コネクタ嵌合ハウジング２０の前筒部２０ａにその前端から後側に向かっ
て延在形成された細長のキー挿入用切り欠き２０ｄ（図２等参照）に挿入することで、コ
ネクタ嵌合部１１の光コネクタ挿入穴１１ａに挿入できる。図２に示すように、キー挿入
用切り欠き２０ｄは、コネクタ嵌合ハウジング２０において、一対の主壁部２１、２２の
片方（符号２２の主壁部）の前筒部２０ａに位置する部分のみに形成されている。挿入光
コネクタ９０は、つまみ９１のキー９１ｄを、コネクタ嵌合ハウジング２０のキー挿入用
切り欠き２０ｄに挿入する向きでのみ、コネクタ嵌合部１１の光コネクタ挿入穴１１ａに
挿入可能である。
【００２１】
　図１１に示すように、この挿入光コネクタ９０は、コネクタ嵌合部１１の光コネクタ挿
入穴１１ａへの押し込み（挿入）によって、プラグフレーム９２内側のフェルール９３を
前記前側ハウジング３０の貫通孔３３内の位置決めスリーブ５２に挿入（圧入）できる。
また、挿入光コネクタ９０は、フェルール９３を結合ユニット部５０の前側ハウジング３
０の貫通孔３３内の位置決めスリーブ５２に挿入することで、プラグフレーム９２が前記
前側ハウジング３０の突筒部３２に外挿され外嵌めされる。
　挿入光コネクタ９０は、フェルール９３を前記前側ハウジング３０の貫通孔３３内の位
置決めスリーブ５２に挿入し、プラグフレーム９２を前記前側ハウジング３０の突筒部３
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２に外嵌めすることで、コネクタ嵌合部１１に対する挿入、嵌合を達成できる。
【００２２】
　図１１、図１９に示すように、挿入光コネクタ９０は、光ファイバ心線、光ファイバ素
線といった被覆付き光ファイバである光ファイバ９４の先端部に組み立てられている。図
示例の挿入光コネクタ９０のフェルール９３には光ファイバ９４の先端部が内挿固定され
ている。フェルール９３先端の接合端面９３ａには、光ファイバ９４先端に口出しされた
裸光ファイバ９４ａ（図１１参照）の先端面が露出されている。裸光ファイバ９４ａの先
端面は、フェルール９３の接合端面９３ａと連続する面を形成するように、フェルール９
３の接合端面９３ａに対して位置合わせされている。
【００２３】
　位置決めスリーブ５２は、挿入光コネクタ９０のフェルール９３と、結合ユニット部５
０側のフェルール６１とを、互いに同軸上となるように高精度に位置決めするものである
。このため、位置決めスリーブ５２内にてフェルール９３、６１同士を互いに突き当てる
（接合端面９３ａ、６１ｂ同士を接合する）ことで、各フェルール９３、６１にそれぞれ
内挿固定されている光ファイバ９４、６２同士の突き合わせ接続（光接続）を実現できる
。
　光ファイバ９４、６２同士の突き合わせ接続は、具体的には、挿入光コネクタ９０が組
み立てられた光ファイバ９４の裸光ファイバ９４ａと、光コネクタ１０の結合ユニット部
５０のフェルール６１に内挿固定されている内蔵光ファイバ６２との突き合わせ接続であ
る。
【００２４】
　図３等に示すように、図示例の光コネクタ１０は、具体的には、位置決めスリーブ５２
として、断面Ｃ形のスリーブ状に形成された金属製の割スリーブを採用している。
　但し、位置決めスリーブ５２としては、割スリーブに限定されず、例えば円筒状の弾性
スリーブ、非弾性スリーブ等も採用可能である。
【００２５】
　図６、図１１に示すように、前側ハウジング３０には、光コネクタ挿入穴１１ａに挿入
、嵌合した挿入光コネクタ９０のハウジング（詳細にはプラグフレーム９２）に両側から
係脱可能に係合する一対の爪付き係合片３４が突設されている。図３、図１１に示すよう
に、爪付き係合片３４は、前記ベース部３１から前側に延出（突出）する弾性延出片３４
ａの先端に、ＳＣ形光コネクタである挿入光コネクタ９０のハウジング（具体的にはプラ
グフレーム９２）に係合する突爪３４ｂを突設した構成である。一対の爪付き係合片３４
は、前記突筒部３２の両側に配置されている。
【００２６】
　コネクタ嵌合部１１前側から光コネクタ挿入穴１１ａに押し込んだ挿入光コネクタ９０
は一対の爪付き係合片３４の間に挿入される。そして、挿入光コネクタ９０は、各爪付き
係合片３４先端の突爪３４ｂがつまみ９１の両側の窓孔９１ａを介してプラグフレーム９
２の両側の係合突部９２ａに係合する。挿入光コネクタ９０は、爪付き係合片３４の係合
によってコネクタ嵌合部１１からの引き抜きが規制され、コネクタ嵌合部１１に対する嵌
合状態が保たれる。
　なお、突爪３４ｂは、一対の爪付き係合片３４先端に、互いに対向する相手側の爪付き
係合片３４先端に向かって突設されている。
【００２７】
　なお、前側ハウジング３０のベース部３１から前側部分は、ＪＩＳ　Ｃ　５９７３に準
拠して、挿入光コネクタ９０との間にスライドロック構造を構成する。
　すなわち、挿入光コネクタ９０をコネクタ嵌合部１１に挿入、嵌合したときに、一対の
爪付き係合片３４とプラグフレーム９２の係合突部９２ａとの係合によって、挿入光コネ
クタ９０のコネクタ嵌合部１１からの抜き去りがロックされる。また、コネクタ嵌合部１
１に嵌合状態の挿入光コネクタ９０のつまみ９１をコネクタ嵌合部１１から抜き去り方向
に引っ張り操作すると、一対の爪付き係合片３４のプラグフレーム９２に対する係合を解
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除しながら、挿入光コネクタ９０のコネクタ嵌合部１１からの離脱（抜き去り）が可能で
ある。
【００２８】
　図３、図７（ａ）、（ｂ）、（ｅ）に示すように、爪付き係合片３４の先端（前端）に
は、コネクタ嵌合部１１に嵌合した挿入光コネクタ９０のつまみ９１をコネクタ嵌合部１
１から抜き去り方向へ引っ張り操作したときに、プラグフレーム９２の係合突部９２ａに
対する爪付き係合片３４の係合を解除するための係合解除用突部３４ｃが突設されている
。係合解除用突部３４ｃは、各爪付き係合片３４先端に、一対の爪付き係合片３４の間隔
方向に垂直、かつコネクタ前後方向（ここではコネクタ嵌合ハウジング２０の軸線方向、
及び貫通孔３３の軸線方向に一致）に垂直の両側に突設されている。この係合解除用突部
３４ｃは、コネクタ嵌合部１１に嵌合した挿入光コネクタ９０のつまみ９１をコネクタ嵌
合部１１から抜き去り方向へ引っ張り操作したときに、つまみ９１の前記窓孔９１ａに臨
む位置に形成された係合解除用テーパ壁部９１ｂ（図１９参照）に押圧されて、プラグフ
レーム９２の係合突部９２ａに係合している爪付き係合片３４先端をプラグフレーム９２
から離隔方向に変位させ、係合突部９２ａに対する係合を解除する。
【００２９】
　図１１に示すように、つまみ９１の前記係合解除用テーパ壁部９１ｂは、爪付き係合片
３４先端の突爪３４ｂがプラグフレーム９２の係合突部９２ａに係合しているとき、光コ
ネクタ１０前後方向において爪付き係合片３４の係合解除用突部３４ｃの後側に位置する
。挿入光コネクタ９０において、前記係合解除用テーパ壁部９１ｂは、フェルール９３先
端の接合端面９３ａ側である挿入コネクタ前側に行くにしたがって、つまみ９１のプラグ
フレーム９２に臨む内面からの突出寸法が増大するテーパ状に形成されている。このため
、コネクタ嵌合部１１に嵌合した挿入光コネクタ９０のつまみ９１を引っ張り操作によっ
てコネクタ嵌合部１１から抜き去り方向へ移動（図１１において光コネクタ１０前側への
移動）させると、爪付き係合片３４の係合解除用突部３４ｃが前記係合解除用テーパ壁部
９１ｂに乗り上げるようにしてプラグフレーム９２から離隔方向に変位し、プラグフレー
ム９２の係合突部９２ａに対する爪付き係合片３４の係合を解除できる。
【００３０】
　なお、図１９に示すように、挿入光コネクタ９０の係合解除用テーパ壁部９１ｂは、爪
付き係合片３４先端両側の係合解除用突部３４ｃに対応して、つまみ９１の両側に２つづ
つ設けられている。また、プラグフレーム９２の係合突部９２ａに係合した爪付き係合片
３４先端の弾性延出片３４ａは、つまみ９１の両側にて、２つの係合解除用テーパ壁部９
１ｂの間に確保された延出片収納溝９１ｃに収納される。
【００３１】
　図３、図６に示すように、この光コネクタ１０の結合ユニット部５０は、ユニット部ハ
ウジング５１に、クランプ部付きフェルール６０と、該クランプ部付きフェルール６０を
コネクタ前方へ弾性付勢するスプリング５３とを収納した概略構成になっている。
【００３２】
　この実施形態の光コネクタ１０は、現場組立形の光コネクタであり、光ファイバケーブ
ル１端末に組み立てられるものである。
【００３３】
　図３１に示すように、光ファイバケーブル１は、光ファイバ２と、可撓性を有する線状
の抗張力体４とを互いに並行になるように合成樹脂製の外被３によって一括被覆したもの
である。抗張力体４は、光ファイバ２の両側に互いに並行に２本設けられている。
　光ファイバ２は、裸光ファイバ２ａの外周面（側面）を被覆２ｂで覆った構成の被覆付
き光ファイバであり、例えば光ファイバ心線や光ファイバ素線等が挙げられる。本実施形
態において光ファイバ２は単心の被覆付き光ファイバである。裸光ファイバ２ａは、例え
ば石英系光ファイバである。また、被覆２ｂは、例えば紫外線硬化性樹脂やポリアミド樹
脂などを１層または複数層、ほぼ同心円状に被覆した樹脂被覆である。抗張力体４として
は、例えばアラミド繊維等の抗張力繊維からなるもの、鋼線等を挙げることができる。光
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ファイバケーブル１としては、インドアケーブル、ドロップケーブル等が挙げられる。
【００３４】
　図３、図６に示すように、前記後側ハウジング４０は、ユニット部ハウジング５１内に
その後側から光ファイバ２を挿入するためのファイバ導入孔４２ａが貫設されたブロック
部４２に、スリーブ状（図示例では円筒状）の胴部４１ｅを突設したストップリング部４
１と、前記ブロック部４２から前記胴部４１ｅとは反対の側（後側）に延出する断面コ字
形の固定部材受け部４３とを有している。
　結合ユニット部５０のユニット部ハウジング５１は、具体的には、前側ハウジング３０
と後側ハウジング４０のストップリング部４１とによって構成されている。この結合ユニ
ット部５０に図中符号５０Ａ、ユニット部ハウジング５１に図中符号５１Ａを付記する。
【００３５】
　なお、本明細書においては、結合ユニット部５０、ユニット部ハウジング５１について
、前側ハウジング３０の突筒部３２及び爪付き係合片３４が突設されている側を前、反対
側を後として扱う。結合ユニット部５０Ａ、ユニット部ハウジング５１Ａについては、突
筒部３２及び爪付き係合片３４が突設されている側を前、固定部材受け部４３が設けられ
ている側を後として扱う。
【００３６】
　後側ハウジング４０の固定部材受け部４３には、その後方から、光ファイバケーブル１
端末に固定した引留用固定部材１２０を押し込んで収納（挿入）できる。
　図１２に示すように、光コネクタ１０を光ファイバケーブル１端末に組み立てる作業で
は、光ファイバケーブル１端末に固定した引留用固定部材１２０を前記固定部材受け部４
３に押し込むとともに、光ファイバケーブル１端末に露出させた光ファイバ２を、ブロッ
ク部４２を前後に貫通する前記ファイバ導入孔４２ａ（図６参照）に押し込んでいくこと
で、前記光ファイバ２をユニット部ハウジング５１Ａ内に挿入できる。
【００３７】
　図３、図６に示すように、前記前側ハウジング３０は、ベース部３１から後側に延出す
るスリーブ状のプラグフレーム部３５を有している。図示例の前側ハウジング３０はプラ
スチック製の一体成形品であり、前記プラグフレーム部３５は、ベース部３１から後側に
突出する筒状突部である。
【００３８】
　ユニット部ハウジング５１Ａは、前記プラグフレーム部３５に、後側ハウジング４０の
ストップリング部４１の前端部（胴部４１ｅの前端部。ブロック部４２とは反対側の端部
）を内嵌めして、前側ハウジング３０と後側ハウジング４０とを一体化したものである。
　後側ハウジング４０のストップリング部４１は、その前側の胴部４１ｅをプラグフレー
ム部３５内側に後側から押し込み、胴部４１ｅ前端部外周に突設されている係合突起４１
ａを、プラグフレーム部３５の両側に形成された係止孔３５ａに嵌め込むことで、プラグ
フレーム部３５に嵌合して固定される。
【００３９】
　図４，図５、図６に示すように、前記クランプ部付きフェルール６０は、光ファイバ６
２を内挿固定したフェルール６１を有する。フェルール６１に内挿固定した光ファイバ２
を、以下、内蔵光ファイバ６２とも言う。この内蔵光ファイバ６２は、前記フェルール６
１から後側に突出させた部分（以下、後側突出部６２ａとも言う）を有する。内蔵光ファ
イバ６２の前端の端面は、フェルール６１先端（前端）の接合端面６１ｂに揃えられてい
る。
【００４０】
　次に、クランプ部付きフェルール６０について説明する。
　クランプ部付きフェルール６０は、前記フェルール６１の後側に、内蔵光ファイバ６２
の後側突出部６２ａと、ユニット部ハウジング５１Ａにその後側から挿入して内蔵光ファ
イバ６２後端に突き当てた光ファイバ２先端部とを把持固定して光ファイバ６２、２同士
の突き合わせ接続状態を維持するクランプ部６３を組み立てたものである。
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　クランプ部６３は、フェルール６１のフランジ部６４から後側に延出するベース部材６
７（後側延出片６７）と蓋部材６６、６７とからなる半割り構造の把持用素子部を有する
。クランプ部６３は、ベース部材６７（後側延出片６７）と蓋部材６６、６７との間に、
内蔵光ファイバ６２の後側突出部６２ａと、内蔵光ファイバ６２後端に突き当てた光ファ
イバ２先端部とを挟み込んで把持固定することができる。
【００４１】
　内蔵光ファイバ６２の後側突出部６２ａは、把持用素子部を構成するベース部材６７（
後側延出片６７）と蓋部材６６、６７との間に配置されている。内蔵光ファイバ６２後端
に突き当てる光ファイバ２は、クランプ部６３の後側からベース部材６７（後側延出片６
７）と蓋部材６６、６７との間に挿入される。内蔵光ファイバ６２と光ファイバ２（具体
的にはその先端に口出しされた裸光ファイバ２ａ）とは、ベース部材６７（後側延出片６
７）と蓋部材６６、６７との間にて突き合わせ接続される。内蔵光ファイバ６２後端に光
ファイバ２を突き合わせ接続した突き合わせ接続部に図６中符号Ｐを付す。
【００４２】
　光コネクタ１０のユニット部ハウジング５１Ａに挿入して、クランプ部付きフェルール
６０の内蔵光ファイバ６２後端に突き合わせ接続する光ファイバ２を、以下、挿入光ファ
イバとも言う。この実施形態において、前記挿入光ファイバ２は、光ファイバケーブル１
の光ファイバ２の、光ファイバケーブル１先端の外被３を除去して光ファイバケーブル１
端末から突出状態に露出させた部分を、ユニット部ハウジング５１Ａ内への挿入に用いる
。
【００４３】
　図４，図５、図６に示すように、クランプ部付きフェルール６０のフェルール６１は、
ＳＣ形光コネクタ等にて使用されるキャピラリ状の単心用フェルールである。このフェル
ール６１の材質としては、例えばジルコニア等のセラミック、ガラス等を挙げることがで
きる。
　前記内蔵光ファイバ６２は、ここでは裸光ファイバであり、例えば石英系光ファイバで
ある。この内蔵光ファイバ６２は、前記フェルール６１にその軸線と同軸に貫設された微
細孔であるファイバ孔６１ａに内挿され、接着剤を用いた接着固定等によってフェルール
６１に固定されている。
【００４４】
　前記フェルール６１の後端部には、その外周に周設（突設）されたフランジ部６４が一
体化されている。このフランジ部６４は、例えば、金属、プラスチック等によってリング
状に形成されている。
　前記クランプ部６３は、前記フランジ部６４からフェルール６１後側へ延出された後側
延出片６５と、蓋部材６６、６７とを、金属板を断面Ｃ形あるいはコ字形（図示例では断
面Ｃ形）の細長形状に成形したクランプばね６８の内側に一括保持した構成になっている
。クランプばね６８は、蓋部材６６、６７を後側延出片６５に向かって弾性付勢する。そ
して、このクランプ部６３は、前記後側延出片６５と蓋部材６６、６７との間に、内蔵光
ファイバ６２の後側突出部６２ａと内蔵光ファイバ６２に突き合わせ接続する光ファイバ
２とを、クランプばね６８の弾性によって挟み込んで把持固定するものである。
　後側延出片６５と蓋部材６６、６７とは、内蔵光ファイバ６２の後側突出部６２ａと内
蔵光ファイバ６２後端に突き当てた光ファイバ２とを把持固定する半割り構造の把持用素
子部を構成する。
【００４５】
　前記後側延出片６５は、前記フェルール６１の軸線に沿う方向を長手方向とする細長形
状に形成されている。図示例の後側延出片６５は、前記フランジ部６４と一体に形成され
ており、フェルール６１と一体化されている。
　図４，図５に示すように、前記クランプ部６３は、前記後側延出片６５との間に光ファ
イバ６２、２を把持固定する蓋部材として、前蓋部材６６、及び該前蓋部材６６の後側（
前蓋部材６６を介してフェルール６１とは反対の側）の後蓋部材６７の２部材を有してい
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る。これら２つの蓋部材６６、６７は、後側延出片６５の長手方向に沿って配列設置され
ている。
【００４６】
　後側延出片６５及び蓋部材６６、６７には互いに対向する対向面が形成されている。ク
ランプ部６３のクランプばね６８は、その弾性によって、後側延出片６５と蓋部材６６、
６７とをその対向面同士が接近する方向（すなわち、互いに閉じ合わせる方向）に弾性付
勢する。
【００４７】
　図４に示すように、前記後側延出片６５の蓋部材６６、６７に対面する対向面６５ａは
、前記内蔵光ファイバ６２の後側突出部６２ａを前記フェルール６１のファイバ孔６１ａ
の後方延長上に位置決めする調心溝６９ａ、及び該調心溝６９ａの後端から後方に延在す
る被覆部収納溝６９ｂが形成された溝形成面とされている。以下、前記後側延出片６５の
蓋部材６６、６７に対面する対向面を溝形成面とも言う。
　前記調心溝６９ａは溝形成面６５ａの前記前蓋部材６６に対面する部分に形成され、被
覆部収納溝６９ｂは溝形成面６５ａの前記後蓋部材６７に対面する部分に形成されている
。また、後側延出片６５の溝形成面６５ａに対面する後蓋部材６７の対向面６７ａにも、
後側延出片６５の被覆部収納溝６９ｂに対応する位置に被覆部収納溝６９ｃが延在形成さ
れている。
【００４８】
　内蔵光ファイバ６２の後側突出部６２ａは調心溝６９ａに配置されている。内蔵光ファ
イバ６２の後端（後側突出部６２ａ後端）は、調心溝６９ａの長手方向中央部に配置され
ている。内蔵光ファイバ６２は、フェルール６１先端の接合端面６１ｂに揃えられた前端
と前記後端とを長手方向両端とする短尺の光ファイバである。
　前記調心溝６９ａには、挿入光ファイバ２先端の被覆を除去して口出しした裸光ファイ
バ２ａが、クランプ部付きフェルール６０の後側から、後側延出片６５及び後蓋部材６７
の対向面６５ａ、６７ａの互いに対応する位置に形成された被覆部収納溝６９ｂ、６９ｃ
を介して挿入される。
【００４９】
　図９に示すように、調心溝６９ａはＶ溝であり、内蔵光ファイバ６２の後側突出部６２
ａと、挿入光ファイバ２先端の裸光ファイバ２ａとを、突き合わせ接続可能に高精度に位
置決め、調心する機能を果たす。調心溝６９ａとしては、Ｖ溝以外に、例えばＵ溝、半円
溝なども採用できる。
　被覆部収納溝６９ｂ、６９ｃは、挿入光ファイバ２の被覆付き部分（被覆部）を収納す
るべく、調心溝６９ａに比べて溝幅を若干大きく形成した溝である。被覆部収納溝６９ｂ
、６９ｃとしては、特に限定されるものではなく、例えばＵ溝、半円溝、Ｖ溝などを採用
できる。
【００５０】
　図９に示すように、後側延出片６５と前蓋部材６６との間には、挿入光ファイバ２先端
の裸光ファイバ２ａの調心溝６９ａへの円滑な挿入を可能とする隙間を確保する介挿片８
１が抜き去り可能に介挿されている。また、後側延出片６５と後蓋部材６７との間には、
挿入光ファイバ２の被覆部収納溝６９ｂ，６９ｃへの円滑な挿入を可能とする隙間を確保
する介挿片８２（図１、図２参照）が抜き去り可能に介挿されている。
【００５１】
　図示例の介挿片８１、８２は薄板状に形成されている。これら介挿片８１、８２は、ク
ランプ部６０のクランプばね６８の弾性によって、後側延出片６５と蓋部材６６、６７と
の間に挟み込まれている。図１、図２、図１２に示すように、ユニット部ハウジング５１
Ａには、その軸線方向（コネクタ前後方向）２箇所に、その内外に介挿片８１、８２を通
すための介挿片挿通孔４１ｂが形成されている。図示例の光コネクタ１０において、前記
介挿片挿通孔４１ｂは、具体的には、後側ハウジング４０の胴部４１ｅの軸線方向（コネ
クタ前後方向）２箇所に該胴部４１ｅの肉厚を貫通して形成されている。介挿片８１、８



(13) JP 2013-15727 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

２は、前記介挿片挿通孔４１ｂに挿通され、ユニット部ハウジング５１Ａの外側に突出さ
れている。
【００５２】
　前記介挿片挿通孔４１ｂは、胴部４１ｅのうち、プラグフレーム部３５に覆われた部位
を避けて形成されている。図示例の光コネクタ１０において、胴部４１ｅの軸線方向の２
箇所に形成された前記介挿片挿通孔４１ｂの一方は、プラグフレーム部３５にその後端か
ら前側へ向かって細長に延在形成された細長切り欠き部３５ｃに連通する位置に形成され
ている。また、２つの介挿片挿通孔４１ｂの他方は、胴部４１ｅにおいてプラグフレーム
部３５後側に位置する部分に形成されている。
【００５３】
　また、図示例の介挿片８１、８２は、ユニット部ハウジング５１Ａ外側に突出した部分
に、クランプ部６３からの抜き去り作業を容易にするための抜き去り用操作部８１ａ、８
２ａが設けられた構成となっている。図示例の抜き去り用操作部８１ａ、８２ａは、介挿
片８１、８２に垂直の板状であり、介挿片に一体化されている。介挿片は、抜き去り用操
作部８１ａ、８２ａを作業者が手指で把持して引っ張り操作することで、クランプ部６３
からの抜き去り作業を手作業で楽に行える。抜き去り用操作部の具体的構成は、介挿片に
垂直の板状に限定されず、適宜変更可能である。
【００５４】
　図示例の介挿片８１、８２は、板状の抜き去り用操作部の片面側に突設した突片である
。
　図１２に例示した光コネクタ１０は、クランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３
の２つの蓋部材６６、６７に対応して、抜き去り用操作部８１ａ、８２ａに介挿片８１、
８２を突設した構造の光コネクタ組立用工具８３、８４をひとつづつ設けた構成（工具付
き光コネクタ１１０）となっている。但し、抜き去り用操作部に介挿片を突設した構成の
光コネクタ組立用工具としては、ひとつの抜き去り用操作部に、クランプ部６３の２つの
蓋部材６６、６７に対応して、２つの介挿片を突設した構成のものも採用可能である。
【００５５】
　光コネクタ１０は、クランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３の後側延出片６５
と蓋部材６６、６７との間に、光コネクタ組立用工具の介挿片を抜き去り可能に介挿した
工具付き光コネクタ１１０の状態で現場に供給できる。この場合、現場にて後側延出片６
５と蓋部材６６、６７との間に介挿片を介挿する作業を省略できる。
【００５６】
　また、介挿片としては、薄板状のものに限定されず、例えば柔軟なシート等も採用可能
である。
　図９に例示したように、先端が先細りのテーパ状に形成された板状（薄板状）の介挿片
は、後側延出片６５と蓋部材６６、６７との間の境界に押圧するだけで割り込ませる（介
挿する）ことができる。このため、後側延出片６５と蓋部材６６、６７との間に介挿片を
割り込ませる（介挿する）作業を、例えば光コネクタ１０の光ファイバへの組み立て作業
を行う現場にて行うことも容易である。
【００５７】
　図６に示すように、前側ハウジング３０の突筒部３２の前端内周には、貫通孔３３（フ
ェルール孔）内に収納された位置決めスリーブ５２（図示例では割スリーブ）の軸線方向
片端が当接される抜け止め突起３２ａが突設されている。位置決めスリーブ５２は、抜け
止め突起３２ａによって、突筒部３２から前側への抜け出しが規制されている。
　前側ハウジング３０の貫通孔３３の前記抜け止め突起３２ａから後側の部分は、結合ユ
ニット部５０Ａ後側に行くにしたがってその内径が次第に大きくなるテーパ状に形成され
ている。貫通孔３３後端の内径は、貫通孔３３の前記抜け止め突起３２ａから後側に位置
する部分（主孔部）の前端の内径に比べて僅かに大きい。
　なお、位置決めスリーブ５２外径は、貫通孔３３の前記抜け止め突起３２ａから後側に
位置する部分である主孔部の前端の内径と同じか、該内径に比べて僅かに径小とされてい
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る。
【００５８】
　図６、図１０に示すように、プラグフレーム部３５の内側孔は、前側ハウジング３０の
貫通孔３３と同軸に該貫通孔３３後端に比べて径大に形成された丸孔状となっている。前
側ハウジング３０の貫通孔３３とプラグフレーム部３５の内側孔との境界には段差面３６
が形成されている。この段差面３６は、貫通孔３３後端周囲全周に形成されている。
　プラグフレーム部３５に内嵌めして固定されている胴部４１ｅの前端面４１ｆは、前側
ハウジング３０の前記段差面３６の後側に離隔した位置に配置されている。クランプ部付
きフェルール６０のフランジ部６４は、プラグフレーム部３５の内側孔内において、前側
ハウジング３０の前記段差面３６と胴部４１ｅ前端との間に収納されている。
【００５９】
　図６、図１０に示すように、図示例の結合ユニット部５０Ａは、クランプ部付きフェル
ール６０のフェルール６１に外挿して、前記位置決めスリーブ５２と、フェルール６１の
フランジ部６４との間に介挿したスペーサリング５４を有する。このスペーサリング５４
の内径及び外径は、位置決めスリーブ５２（フェルール６１が内挿されている状態の位置
決めスリーブ５２）の内径及び外径と概ね同じに揃えられている。
【００６０】
　位置決めスリーブ５２の軸線方向寸法とスペーサリング５４の軸線方向寸法の合計は、
貫通孔３３の前記抜け止め突起３２ａから後側の部分の軸線方向寸法と同じに揃えてある
。クランプ部付きフェルール６０は、そのフランジ部６４が前側ハウジング３０の前記段
差面３６に当接する位置が前側ハウジング３０に対する前側移動限界位置となっている。
また、クランプ部付きフェルール６０が前側移動限界位置にあるとき、クランプ部付きフ
ェルール６０のフランジ部６４（具体的にはその前側面６４ｄ）にスペーサリング５４の
後端面が当接し、前側ハウジング３０の突筒部３２前端の抜け止め突起３２ａに位置決め
スリーブ５２の軸線方向片端（前端）が当接する。
【００６１】
　なお、位置決めスリーブ５２の軸線方向寸法とスペーサリング５４の軸線方向寸法の合
計は、貫通孔３３の主孔部の軸線方向寸法と厳密に同じに揃える必要はなく、例えば、貫
通孔主孔部の軸線方向寸法に比べて僅かに短い寸法としても良い。
　また、結合ユニット部５０Ａとしては、スペーサリング５４を省略して、軸線方向寸法
が貫通孔主孔部の軸線方向寸法と同じあるいは僅かに短い長さの位置決めスリーブ５２を
採用した構成としても良い。
【００６２】
　図６、図１０に示すように、クランプ部付きフェルール６０は、前記ストップリング部
４１の胴部４１ｅ内に収納されたクランプ部６３の把持用素子部の後端部と、後側ハウジ
ング４０のブロック部４２との間に介挿されたスプリング５３によってコネクタ前側へ弾
性付勢され、前記前側移動限界に配置されている。また、前側移動限界位置のクランプ部
付きフェルール６０のフランジ部６４は、胴部４１ｅ前端から前側へ離隔した位置に配置
される。クランプ部付きフェルール６０は、前記スプリング５３の弾性付勢力に抗して、
スプリング５３を押し縮めつつ、前記前側移動限界位置からユニット部ハウジング５１Ａ
に対して後側へ押し込み可能である。
【００６３】
　なお、図示例の結合ユニット部５０Ａは、クランプ部付きフェルール６０のユニット部
ハウジング５１Ａに対する前側移動限界位置から後側への押し込みよってスプリング５３
が圧縮限界に達したときに、クランプ部付きフェルール６０のフランジ部６４がストップ
リング部４１の胴部４１ｅ前端に当接せず、フランジ部６４と胴部４１ｅ前端との間にク
リアランスが確保される構成となっている。つまり、クランプ部付きフェルール６０は、
スプリング５３が圧縮限界に達したときの位置がユニット部ハウジング５１Ａに対する押
し込み限界位置となっている。
【００６４】
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　図６に示すように、前記スプリング５３は具体的にはコイルスプリングであり、その内
側に、クランプ部６３の把持用素子部の後側延出片６５及び後蓋部材６７の後端部にそれ
ぞれ突片状に形成された後側張出部６５ｂ、６７ｂを収納している。後側延出片６５及び
後蓋部材６７は、それぞれ後側に張り出す前記後側張出部６５ｂ、６７ｂを含む。
【００６５】
　図４，図５に示すように、後側延出片６５及び後蓋部材６７の互いに対面する対向面６
５ａ、６７ａの一部は、後側張出部６５ｂ、６７ｂに形成されている。後側張出部６５ｂ
、６７ｂには、被覆部収納溝６９ｂ、６９ｃの後端部をテーパ状に拡張したテーパ状開口
部６９ｂｗ、６９ｃｗが形成されている。被覆部収納溝６９ｂ、６９ｃのテーパ状開口部
６９ｂｗ、６９ｃｗは、後側張出部６５ｂ、６７ｂの後端面に開口している。
　後側延出片６５及び後蓋部材６７の後側張出部６５ｂ、６７ｂはクランプ部６３のクラ
ンプばね６８から後側に突出されている。
【００６６】
　後側張出部６５ｂ、６７ｂは、後側延出片６５、後蓋部材６７における該後側張出部６
５ｂ、６７ｂから前側の部分に比べて細い突片状に形成したものである。後側延出片６５
及び後蓋部材６７には、後側張出部６５ｂ、６７ｂとその前側部分との境界に段差面６５
ｃ、６７ｃが形成されている。なお、後側延出片６５及び後蓋部材６７の段差面６５ｃ、
６７ｃは、後側延出片６５、後蓋部材６７の後端部に形成されている。
【００６７】
　図６に示すように、スプリング５３は、その中心軸線がユニット部ハウジング５１Ａの
中心軸線（本実施形態では、前側ハウジング３０の貫通孔３３の中心軸線と一致）と平行
の向きでストップリング部４１の胴部４１ｅの内側孔内に収納され、後側延出片６５及び
後蓋部材６７の段差面６５ｃ、６７ｃと、後側ハウジング４０のブロック部４２との間に
介挿されている。
　後側延出片６５及び後蓋部材６７の後端部の段差面６５ｃ、６７ｃは、スプリング５３
の前端が当接されるスプリング受け面として機能する。
【００６８】
　後側ハウジング４０のストップリング部４１の胴部４１ｅの内側孔は、ブロック部４２
のファイバ導入孔４２ａに比べて大きい断面積で、ファイバ導入孔４２ａと同軸に延在形
成されている。図示例の後側ハウジング４０の胴部４１ｅの内側孔及びファイバ導入孔４
２ａは具体的には丸孔であり、胴部４１ｅの内側孔はファイバ導入孔４２ａに比べて径大
に形成されている。ブロック部４２は、胴部４１ｅの内側孔に臨む部分の中央部に突設さ
れたリング状突起４２ｂを有している。ファイバ導入孔４２ａの前端は、前記リング状突
起４２ｂの突端（前端）に開口している。
【００６９】
　スプリング５３の後端部は、ブロック部４２の前記リング状突起４２ｂに外挿され、ブ
ロック部４２前端部のうち前記リング状突起４２ｂの周囲の胴部４１ｅの内側孔に臨む部
位によってリング状に確保されたスプリング受け面４２ｃに当接されている。
　前記スプリング５３は、具体的には、クランプ部付きフェルール６０の後側張出部６５
ｂ、６７ｂの段差面６５ｃ、６７ｃとブロック部４２のスプリング受け面４２ｃとの間に
介挿されている。そしてスプリング５３は、前記ブロック部４２に反力をとって、クラン
プ部付きフェルール６０をユニット部ハウジング５１Ａに対して前方へ向かって弾性付勢
している。
【００７０】
　クランプ部付きフェルール６０が前側移動限界位置にあるとき、後側延出片６５及び後
蓋部材６７の後側張出部６５ｂ、６７ｂ後端は、ブロック部４２（詳細にはリング状突起
４２ｂ）から前側へ離隔した位置に配置される。このときの後側張出部６５ｂ、６７ｂ後
端とブロック部４２との間の離隔距離ｃ２は、クランプ部付きフェルール６０のユニット
部ハウジング５１Ａに対する前側移動限界位置から押し込み限界位置までの移動量（移動
距離）に比べて大きく（長く）設定されている。このため、クランプ部付きフェルール６
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０は、ユニット部ハウジング５１Ａに対する前側移動限界位置から押し込み限界位置に移
動されたときに、ブロック部４２から前側へ離隔した位置に配置され、ブロック部４２に
当接しない。
【００７１】
　なお、図１０に示すように、前側移動限界位置にあるクランプ部付きフェルール６０の
フランジ部６４とストップリング部４１の胴部４１ｅ前端との間の離隔距離ｃ１も、クラ
ンプ部付きフェルール６０のユニット部ハウジング５１Ａに対する前側移動限界位置から
押し込み限界位置までの移動量（移動距離）に比べて大きく（長く）設定されている。ク
ランプ部付きフェルール６０は、ユニット部ハウジング５１Ａに対して前側移動限界位置
と押し込み限界位置との間で前後動可能となっている。
　また、図示例の光コネクタ１０の上述の符号ｃ１、ｃ２の離隔距離は同じに揃えられて
いる。クランプ部付きフェルール６０のユニット部ハウジング５１Ａに対する前側移動限
界位置から押し込み限界位置までの移動量（移動距離）は、前記離隔距離ｃ１、ｃ２とほ
ぼ同じ（僅かに短い）に設定してある。
【００７２】
　図４、図５に示すように、クランプ部付きフェルール６０のフランジ部６４の外周部の
複数箇所（図示例では２箇所）にはキー溝６４ａが形成されている。図６、図１０に示す
ように、クランプ部付きフェルール６０は、フランジ部６４のキー溝６４ａに、前側ハウ
ジング３０のプラグフレーム部３５の前端部内面に突設されているキー３５ｂを収納して
、ユニット部ハウジング５１Ａに対して回り止めして組み込まれている。
【００７３】
　結合ユニット部５０Ａは、ストップリング部４１の胴部４１ｅ内にスプリング５３、及
びクランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３を挿入した構成の後部組立ユニットを
組み立て、この後部組立ユニットのストップリング部４１の胴部４１ｅをプラグフレーム
部３５にその後側から押し込んで嵌合する組立方法を採用できる。この組立方法は、プラ
グフレーム部３５に挿入した胴部４１ｅをプラグフレーム部３５に嵌合させることで、ユ
ニット部ハウジング５１Ａにクランプ部付きフェルール６０及びスプリング５３を収納し
た状態に結合ユニット部５０Ａを組み立てることができる。
【００７４】
　この組立方法の場合、後部組立ユニットのストップリング部４１の胴部４１ｅをプラグ
フレーム部３５に挿入することで、クランプ部付きフェルール６０のうち、ストップリン
グ部４１の胴部前端から突出した部分を前記胴部４１ｅとともにプラグフレーム部３５に
挿入できる。すなわち、後部組立ユニットのストップリング部４１の胴部４１ｅをプラグ
フレーム部３５に挿入することで、クランプ部付きフェルール６０のフェルール６１及び
フランジ部６４を前記胴部４１ｅとともにプラグフレーム部３５に挿入できる。
【００７５】
　なお、位置決めスリーブ５２及びスペーサリング５４は、例えば、クランプ部付きフェ
ルール６０のフェルール６１に外挿した状態で、フェルール６１とともに前側ハウジング
３０の貫通孔３３に内挿する。但し、これに限定されず、貫通孔３３に挿入しておいた位
置決めスリーブ５２及びスペーサリング５４にクランプ部付きフェルール６０のフェルー
ル６１を内挿しても良い。
【００７６】
　図４、図５に示すように、図示例のクランプ部付きフェルール６０のフランジ部６４に
は、その後面６４ｂから後側に突出する突起６４ｃ（以下、フランジ後部キーとも言う）
が形成されている。クランプ部６３をストップリング部４１の胴部４１ｅに挿入したクラ
ンプ部付きフェルール６０は、フランジ部６４の前記フランジ後部キー６４ｃを、前記胴
部４１ｅにその前端面４１ｆから窪む切り欠き状に形成された回り止め凹部４１ｃ（図３
参照）に挿入して、ストップリング部４１に対する軸線回り方向の回転を規制（回り止め
）する。これにより、プラグフレーム部３５に胴部４１ｅを挿入したストップリング部４
１のプラグフレーム部３５の軸線回り方向の向き調整によって、クランプ部付きフェルー
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ル６０のプラグフレーム部３５の軸線回り方向の向き調整を行える。その結果、クランプ
部付きフェルール６０のフランジ部６４のキー溝６４ａにプラグフレーム部３５前端内側
のキー３５ｂ（図６参照）を収納する作業を楽に行える。
【００７７】
　ストップリング部４１は、胴部４１ｅに形成された前記介挿片挿通孔４１ｂを目印にし
て、プラグフレーム部３５に対するその軸線回り方向の向きの調整を調整を行える。胴部
４１ｅにクランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３が挿入されたストップリング部
４１は、胴部４１ｅの軸線方向の２箇所に形成された前記介挿片挿通孔４１ｂのうち前側
のものを、プラグフレーム部３５の細長切り欠き部３５ｃに連通する位置とすることで、
クランプ部付きフェルール６０のフランジ部６４のキー溝６４ａにプラグフレーム部３５
のキー３５ｂを収納する作業を楽に行える。
【００７８】
　後側ハウジング４０のプラグフレーム部３５に対する嵌合は、プラグフレーム部３５に
挿入した胴部４１ｅ前端外周の係合突起４１ａ（図３参照）をプラグフレーム部３５の係
止孔３５ａに嵌め込むことで達成される。但し、胴部４１ｅの係合突起４１ａのプラグフ
レーム部３５の係止孔３５ａへの嵌め込みは、クランプ部付きフェルール６０のフェルー
ル６１の前側ハウジング３０の貫通孔３３への挿入、及びクランプ部付きフェルール６０
のフランジ部６４のキー溝６４ａにプラグフレーム部３５前端内側のキー３５ｂが挿入さ
れないと実現できない。
【００７９】
　後側ハウジング４０がプラグフレーム部３５から離脱状態にあるとき、クランプ部６３
を胴部４１ｅに挿入したクランプ部付きフェルール６０のフランジ部６４は、胴部前端面
４１ｆからブロック部４２とは反対の前方へ離隔した位置に配置される。クランプ部付き
フェルール６０のストップリング部４１に対する押し込み限界位置は、胴部４１ｅ内のク
ランプ部６３と後側ハウジング４０のブロック部４２との間に介挿されているスプリング
５３が圧縮限界に達する位置である。クランプ部付きフェルール６０がストップリング部
４１に対する押し込み限界位置にあるとき、クランプ部付きフェルール６０のフランジ部
６４の後面６４ｂは、胴部前端面４１ｆに当接せず、胴部前端面４１ｆから前方に離隔し
た位置に配置される。また、胴部４１ｅ前端の回り止め凹部４１ｃは、前記押し込み限界
位置に配置されたクランプ部付きフェルール６０のフランジ部６４の前記フランジ後部キ
ー６４ｃが、該回り止め凹部４１ｃ奥端（後端）の内面（奥底面４１ｄ）が当接せず、該
奥底面４１ｄから前側へ離隔して配置されるように、胴部前端面４１ｆからの形成深さを
調整してある。
【００８０】
　また、クランプ部付きフェルール６０のフランジ部６４の複数のフランジ後部キー６４
ｃのうち１以上は、スプリング５３が圧縮変形されていない状態において、胴部４１ｅの
回り止め凹部４１ｃに対する挿入状態を確保できるように、フランジ部６４の後面６４ｂ
から後側への突出寸法を設定してある。
　図示例の結合ユニット部５０Ａにおいては、フランジ部６４の周方向に互いに離隔する
２箇所に突設されたフランジ後部キー６４ｃのフランジ部後面６４ｂからの突出寸法を互
いに異ならせてある。そして、前記結合ユニット部５０Ａは、フランジ部後面６４ｂから
の突出寸法が大きい方のフランジ後部キー６４ｃのみ、スプリング５３が圧縮変形されて
いない状態において、胴部４１ｅの回り止め凹部４１ｃに対する挿入状態を確保できるよ
うにしてある。
【００８１】
　図４、図５に示すように、前記フランジ後部キー６４ｃは、フランジ部６４の周方向の
複数箇所（図示例では２箇所）に形成されている。図示例のクランプ部付きフェルール６
０のキー溝６４ａは、フランジ部６４の前側面６４ｄからフランジ後部キー６４ｃにも切
り込んで、フランジ部後面６４ｂの後方にまで延在形成されている。
　図６に示すように、キー溝６４ａは、クランプ部付きフェルール６０が前側移動限界位
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置にあるときに、該キー溝６４ａに挿入されたプラグフレーム部３５のキー３５ｂが、前
記フランジ後部キー６４ｃの前記キー溝６４ａ後側を塞ぐ部分に当接せず、該部分から前
側に離隔して配置されるように、フランジ部６４の前側面６４ｄから後側への延在長を設
定してある。
【００８２】
　図３、図１５に示すように、図示例の光コネクタ１０のコネクタ嵌合ハウジング２０は
、既述のように、後筒部２０ｂの両側から前側に行くにしたがって後筒部２０ｂ外周面か
らの距離が増大するように突出する係止用弾性片２０ｅを有する。係止用弾性片２０ｅの
先端（突端）は、コネクタ嵌合ハウジング２０の軸線方向に一致する前後方向における中
央部の当接突部２５との間に隙間を介してその後側に離隔した位置に配置されている。
　光コネクタ１０のコネクタ嵌合ハウジング２０は、例えば図１６に示すように、その後
筒部２０ｂをコネクタ取付プレート５の片面（図１５、図１６においてコネクタ取付プレ
ート５の左側の面。以下、表面５ｂとも言う）側から窓孔５ａに押し込んで行くだけでコ
ネクタ取付プレート５に取り付けることができる。
【００８３】
　図２７に示すように、コネクタ取付プレート５の窓孔５ａは、コネクタ嵌合ハウジング
２０の後筒部２０ｂの軸線方向に垂直の断面外形と略一致（一致あるいは僅かに大きい）
する寸法の長方形状に形成される。長方形状の窓孔５ａの長手方向（図１５、図１６、図
２７において上下方向）の寸法は、嵌合ハウジング本体２０ｆの両側の係止用弾性片２０
ｅの突端間の離隔距離よりも小さくする。
　また、コネクタ取付プレート５の厚みは、コネクタ嵌合ハウジング２０前後方向におけ
る当接突部２５と係止用弾性片２０ｅ突端との間の距離と同じに揃えられている。
【００８４】
　コネクタ嵌合ハウジング２０の後筒部２０ｂは、前記窓孔５ａに向かって押し込んで行
くと、コネクタ取付プレート５に当接した係止用弾性片２０ｅが後筒部２０ｂ外周面に接
近するように弾性変形する結果、窓孔５ａに挿入、貫通させることができる。コネクタ嵌
合ハウジング２０は、後筒部２０ｂをコネクタ取付プレート５の窓孔５ａに挿入して貫通
させ、コネクタ取付プレート５の表面５ｂに当接突部２５を当接させると、係止用弾性片
２０ｅが前記窓孔５ａを通過して元の状態に弾性復帰する。その結果、コネクタ嵌合ハウ
ジング２０は、図１５に示すように、弾性復帰した係止用弾性片２０ｅ先端がコネクタ取
付プレート５の裏面５ｃに当接し、コネクタ取付プレート５を当接突部２５と係止用弾性
片２０ｅとの間に挟み込んで、コネクタ取付プレート５に取り付けられる。
【００８５】
　図１６は、光コネクタ１０をコネクタ取付プレート５に取り付けて組み立てられるコネ
クタ接続ユニット２００の組立方法（以下、ユニット組立方法）の一例を示す。
　図１６に示すユニット組立方法は、コネクタ取付プレート５の裏面５ｃ側から窓孔５ａ
を介して表面５ｂ側に引き出した光ファイバケーブル１端末に光コネクタ１０を組み立て
た後、組み立ての完了した光コネクタ１０をコネクタ取付プレート５の表面５ｂ側から窓
孔５ａに押し込んでコネクタ取付プレート５に取り付けるものである。
【００８６】
　図１２に示すように、光ファイバケーブル１端末への光コネクタ１０の組み立ては、工
具付き光コネクタ１１０を用いる。そして、まず、既述のように、光ファイバケーブル１
端末に固定した引留用固定部材１２０を、光コネクタ１０（工具付き光コネクタ１１０）
の結合ユニット部５０Ａの前記固定部材受け部４３に押し込む。これにより、光ファイバ
ケーブル１端末に露出させた光ファイバ２を、前記固定部材受け部４３前側のブロック部
４２を前後に貫通する前記ファイバ導入孔４２ａ（図６参照）からユニット部ハウジング
５１Ａ内に送り込んでいく。
【００８７】
　引留用固定部材１２０は、光ファイバケーブル１端末の外周を取り囲むようにして設け
られ、該端末に固定、一体化されている。光ファイバケーブル１端末に露出させた光ファ
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イバ２は、光ファイバケーブル１端末と該端末に固定した引留用固定部材１２０とからな
る固定部材付きケーブル端末１ａから突出されている。固定部材付きケーブル端末１ａは
、引留用固定部材１２０からその後側へ光ファイバケーブル１が延出し、引留用固定部材
１２０から前側へ光ファイバ２が突出する構成となっている。
　ブロック部４２のファイバ導入孔４２ａ（図６参照）への光ファイバ２の送り込みは、
固定部材付きケーブル端末１ａを固定部材受け部４３後方からブロック部４２に接近させ
るように前進させ、固定部材受け部４３に押し込んでいくことで実現される。
【００８８】
　図示例の後側ハウジング４０のブロック部４２には、その後端から前側へ向かってテー
パ状に窪むテーパ状凹所４２ｄが形成されている。ブロック部４２のファイバ導入孔４２
ａの後端は、テーパ状凹所４２ｄの前端部（ブロック部４２を後側から見たときの奥端部
）に開口している。
　テーパ状凹所４２ｄは、固定部材付きケーブル端末１ａから突出する光ファイバ２の先
端をファイバ導入孔４２ａに導いてファイバ導入孔４２ａへの挿入を円滑にする機能を果
たす。
【００８９】
　ここで、光ファイバ２としては、予め、先端に裸光ファイバ２ａを口出ししたものを用
いる。図６に示すように、ブロック部４２のファイバ導入孔４２ａに挿入した光ファイバ
２は、コネクタ前側への送り込みによって、ファイバ導入孔４２ａ前端からスプリング５
３内側を介して、クランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３後端に開口する被覆部
収納溝６９ｂ、６９ｃに挿入される。また、光ファイバ２は、コネクタ前側への送り込み
によって、裸光ファイバ２ａを被覆部収納溝６９ｂ、６９ｃから前記クランプ部６３の調
心溝６９ａに挿入できる。この光コネクタ１０は、光ファイバ２を、ブロック部４２後側
からファイバ導入孔４２ａに送り込んでいくだけで、裸光ファイバ２ａ先端を内蔵光ファ
イバ６２後端に突き当てる（突き合わせ接続する）ことができる。
【００９０】
　図３、図１２等に示すように、ブロック部４２の前記固定部材受け部４３は、ブロック
部４２から後方へ延出しコネクタ前後方向を長手方向とする細長板状の底板部４３ａの幅
方向両側に、該底板部４３ａの長手方向に沿って延在する側板部４３ｂを立設した、断面
コ字形に形成されている。
　ここで、光ファイバ２をブロック部４２のファイバ導入孔４２ａに挿入する作業を、図
１２に示すように、光コネクタ１０を、固定部材受け部４３の一対の側板部４３ｂが底板
部４３ａ上に位置する向きとして行う場合について説明する。光コネクタ１０について、
図１２、図１４（ａ）、（ｂ）において上側を上、下側を下として説明する。また、光コ
ネクタ１０、結合ユニット部５０Ａについて、後側ハウジング４０の固定部材受け部４３
の一対の側板部４３ｂの間隔方向を左右方向として説明する。
【００９１】
　図３、図１２に示すように、図示例の光コネクタ１０の結合ユニット部５０Ａの後側ハ
ウジング４０には、固定部材付きケーブル端末１ａの、固定部材受け部４３後方からブロ
ック部４２に接近する前進を案内する挿入補助スライダ４５が設けられている。この挿入
補助スライダ４５は、後側ハウジング４０の固定部材受け部４３の底板部４３ａ上に前後
方向に移動可能に設けられている。
【００９２】
　また、後側ハウジング４０には、固定部材受け部４３に押し込んだ固定部材付きケーブ
ル端末１ａを引き留めて、固定部材受け部４３から後側への脱落を規制する引き留めカバ
ー４６が設けられている。
　光コネクタ１０の結合ユニット部５０Ａのユニット部ハウジング５１Ａは、後側ハウジ
ング４０に前記挿入補助スライダ４５及び前記引き留めカバー４６を設けてなる後部ユニ
ット４４を有している。
【００９３】
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　図３、図１２、図１４（ａ）に示すように、挿入補助スライダ４５は、固定部材受け部
４３の底板部４３ａ上に前後方向に移動可能に設けられた細長形状のスライダ本体４５ａ
を有している。前記スライダ本体４５ａは、その長手方向を結合ユニット部５０Ａのユニ
ット部ハウジング５１Ａにその前後方向に揃えて、固定部材受け部４３の底板部４３ａ上
に重ね合わせて設けられ、底板部４３ａ上を前後方向にスライド移動する。
【００９４】
　また、前記挿入補助スライダ４５は、スライダ本体４５ａの後端部上に突設した押圧用
突起４５ｂを有している。この挿入補助スライダ４５は、スライダ本体４５ａの前記押圧
用突起４５ｂから後側に延出する部分である載せ台部４５ｃ上に固定部材付きケーブル端
末１ａを載置できる。前記押圧用突起４５ｂには、前記載せ台部４５ｃ上に載置した固定
部材付きケーブル端末１ａの引留用固定部材１２０前端（光ファイバケーブル１が延出す
る引留用固定部材１２０後端とは反対の側）を、押圧用突起４５ｂの後側から当接できる
。
【００９５】
　図１４（ａ）に示すように、この挿入補助スライダ４５のスライダ本体４５ａは、ブロ
ック部４２下部を前後に貫通するスライダ挿通孔４７にその後側から挿入可能である。挿
入補助スライダ４５は、ブロック部４２の後側に配置された前記押圧用突起４５ｂが、ブ
ロック部４２におけるテーパ状凹所４２ｄとスライダ挿通孔４７との間の中間壁部４２ｅ
の後端に当接する位置まで後側ハウジング４０に対して前進可能である。挿入補助スライ
ダ４５は、前記押圧用突起４５ｂが前記ブロック部４２（具体的には中間壁部４２ｅ後端
）にその後側から当接する位置が、ユニット部ハウジング５１Ａに対する前側移動限界位
置となっている。
　挿入補助スライダ４５は、ユニット部ハウジング５１Ａに対して前記前側移動限界位置
から後側へスライド移動可能であり、このスライド移動によって、前記押圧用突起４５ｂ
及び載せ台部４５ｃを前記ブロック部４２から後側へ離隔した位置に配置できる。
【００９６】
　図示例の光コネクタ１０にあっては、挿入補助スライダ４５は、後側ハウジング４０（
ユニット部ハウジング５１Ａ）に対する前側移動限界位置に配置したとき、スライダ本体
４５ａの後端（載せ台部４５ｃ後端）の結合ユニット部５０Ａにおける前後方向の位置が
、固定部材受け部４３の底板部４３ａ後端と概ね揃う。
　挿入補助スライダ４５を利用して光ファイバ２をブロック部４２のファイバ導入孔４２
ａから結合ユニット部５０Ａ内に送り込んでいく作業は、図１２、図１４（ａ）に示すよ
うに、挿入補助スライダ４５を後側ハウジング４０に対して前側移動限界位置から適宜後
側にずれた位置に配置し、固定部材付きケーブル端末１ａの引留用固定部材１２０をスラ
イダ本体４５ａの載せ台部４５ｃ上に載置する。そして、固定部材付きケーブル端末１ａ
をブロック部４２からの距離を縮めるように前進させ、光ファイバケーブル１端末から突
出させておいた光ファイバ２を、ブロック部４２のファイバ導入孔４２ａから結合ユニッ
ト部５０Ａ内に送り込んでいく。
【００９７】
　固定部材付きケーブル端末１ａは引留用固定部材１２０前端によって押圧用突起４５ｂ
を押圧しながら前進する。このため、固定部材付きケーブル端末１ａの前進に伴い、挿入
補助スライダ４５も後側ハウジング４０に対して前進動する。
　後述のように、固定部材付きケーブル端末１ａは、挿入補助スライダ４５が後側ハウジ
ング４０に対する前側移動限界位置に達する前に、後側ハウジング４０に対する前進限界
位置に到達する。このため、固定部材付きケーブル端末１ａの引留用固定部材１２０をス
ライダ本体４５ａの載せ台部４５ｃ上に載置する際には、固定部材付きケーブル端末１ａ
の引留用固定部材１２０が前記前進限界位置よりも後方から挿入補助スライダ４５の押圧
用突起４５ｂを押圧しながら前進を開始するように、挿入補助スライダ４５をその前側移
動限界位置から後側へのずれ量を確保した位置に配置する。
【００９８】
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　図１２に示すように、引留用固定部材１２０の両側に突設された案内用突部１２８が突
設されている。図３に示すように、図示例の後側ハウジング３０の固定部材受け部４３の
、両側の側板部４３ｂの互いに対面する内面側には、引留用固定部材１２０の両側の案内
用突部１２８が挿入される突部ガイド溝４３ｄが前後方向に延在形成されている。固定部
材付きケーブル端末１ａは、引留用固定部材１２０の案内用突部１２８が前記突部ガイド
溝４３ｄの前端の段差面４３ｅ（図３、図６参照）に突き当たる位置が、後側ハウジング
３０に対する前進限界位置となっている。
【００９９】
　固定部材付きケーブル端末１ａが前進限界位置に達したとき、挿入補助スライダ４５は
、押圧用突起４５ｂが後側ハウジング４０のブロック部４２に当接する前側移動限界位置
には到達しない。挿入補助スライダ４５は、固定部材付きケーブル端末１ａが前進限界位
置に達したとき、押圧用突起４５ｂが、固定部材付きケーブル端末１ａの引留用固定部材
１２０とブロック部４２との間にて後側ハウジング４０に対して前後動可能に配置される
。
【０１００】
　固定部材付きケーブル端末１ａから突出する光ファイバ２は、固定部材付きケーブル端
末１ａが前進によって前進限界位置に到達したときに、該光ファイバ２の先端に口出しし
ておいた裸光ファイバ２ａの内蔵光ファイバ６２後端に対する突き合わせ接続状態を確保
できるように、光ファイバケーブル１端末から裸光ファイバ２ａ先端までの突出長を調整
しておく。
【０１０１】
　固定部材付きケーブル端末１ａは、挿入補助スライダ４５の前記載せ台部４５ｃ上に載
置したときに、光ファイバケーブル１端末から突出する光ファイバ２を、ブロック部４２
のファイバ導入孔４２ａの後方延長上に延在する状態に配置できる。
　前側移動限界位置から後側にずれた位置に配置した挿入補助スライダ４５の載せ台部４
５ｃに載置した固定部材付きケーブル端末１ａを前進させたとき、挿入補助スライダ４５
は、固定部材受け部４３の底板部４３ａとその両側の側板部４３ｂとによって案内されな
がら前進する。その結果、固定部材付きケーブル端末１ａは、光ファイバケーブル１端末
から突出する光ファイバ２がブロック部４２のファイバ導入孔４２ａの後方延長上に位置
する状態を保ったまま前進する。このため、挿入補助スライダ４５を利用して行う、光フ
ァイバ２のファイバ導入孔４２ａへの送り込み作業は、例えば固定部材付きケーブル端末
１ａの前進中に、光ファイバ２が前記ファイバ導入孔４２ａの軸線に対して大きく傾動し
て折損するといった不都合を防止でき、光ファイバ２のファイバ導入孔４２ａへの送り込
み作業を円滑に行える。
【０１０２】
　図１３は、引留用固定部材１２０の具体例を示す。
　ここでは、引留用固定部材１２０として、光ファイバケーブル１端末をその両側から把
持して光ファイバケーブル１端末に固定して取り付けられる外被把持部材を用いている。
以下、引留用固定部材１２０が外被把持部材を指す場合、引留用固定部材１２０を外被把
持部材とも言う。
　この外被把持部材１２０は、光ファイバケーブル１を嵌め込むケーブル嵌合溝１２２が
形成された断面コ字形の把持ベース１２１と、前記把持ベース１２１のケーブル嵌合溝１
２２の溝幅方向両側の側壁部１２５の一方に枢着された押さえ蓋１２３とを有する。
【０１０３】
　この外被把持部材１２０は、把持ベース１２１の一対の側壁部１２５の互いに対向する
面に複数突設した把持用突起１２５ｃを、ケーブル嵌合溝１２２に嵌め込まれた光ファイ
バケーブル１の外被３に食い込ませて、一対の側壁部１２５の間に光ファイバケーブル１
を把持固定できる。把持ベース１２１は、底壁部１２４の片面側に突設された一対の側壁
部１２５の間に前記ケーブル嵌合溝１２２が確保された断面コ字形の部材である。ケーブ
ル嵌合溝１２２の溝幅方向は、該ケーブル嵌合溝１２２を介して両側の側壁部１２５の間
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隔方向を指す。なお、図示例の外被把持部材１２０の把持用突起１２５ｃは、ケーブル嵌
合溝１２２の深さ方向に延在する断面三角形状の突条に形成されている。
【０１０４】
　そして、この外被把持部材１２０は、前記押さえ蓋１２３が他方の側壁部１２５から離
隔する開放状態にて把持ベース１２１を光ファイバケーブル１端末に外嵌めして固定した
後、押さえ蓋１２３を把持ベース１２１の一対の側壁部１２５の底壁部１２４とは反対側
の端部間におけるケーブル嵌合溝１２２の開口部を閉じる閉位置に回動し、該押さえ蓋１
２３を他方の側壁部１２５に係止して、光ファイバケーブル１端末に取り付けられる。
【０１０５】
　図示例の外被把持部材１２０はプラスチック製の一体成形品である。前記押さえ蓋１２
３は、一対の側壁部１２５の一方（以下、第１側壁部とも言う。図中符号１２５ａを付記
する）の突端に、ヒンジ部として機能する薄肉部１２６を介して繋がっている。この押さ
え蓋１２３は、前記薄肉部１２６によって、前記ケーブル嵌合溝１２２の延在方向に沿う
軸線を以て、把持ベース１２１の第１側壁部１２５ａに対して回転可能に枢着されている
。なお、把持ベース１２１の一対の側壁部１２５の他方について、以下、第２側壁部１２
５ｂとも言う。
【０１０６】
　図示例の外被把持部材１２０の押さえ蓋１２３はＬ字板状に形成されている。この押さ
え蓋１２３は、前記薄肉部１２６を介して把持ベース１２１の第１側壁部１２５ａに枢着
されている天板部１２３ａと、この天板部１２３ａの前記薄肉部１２６とは反対側の端部
から該天板部１２３ａに垂直に形成された係止板部１２３ｂとを有する。この押さえ蓋１
２３は、前記天板部１２３ａを把持ベース１２１の一対の側壁部１２５の突端に当接して
ケーブル嵌合溝１２２の開口部を閉じる閉じ位置に配置したときに、前記係止板部１２３
ｂを把持ベース１２１の第２側壁部１２５ｂのケーブル嵌合溝１２２とは反対側の外面に
重ね合わせることができる。そして、押さえ蓋１２３は、前記係止板部１２３ｂに形成さ
れている係止用窓孔１２３ｃに、把持ベース１２１の第２側壁部１２５ｂ外面に突設され
ている係止用爪１２５ｄを入り込ませることで把持ベース１２１に係止され、把持ベース
１２１に対する閉じ状態を安定維持できる。
【０１０７】
　図示例の外被把持部材１２０（引留用固定部材）は、前記把持ベース１２１のケーブル
嵌合溝１２２の延在方向に沿う前後方向の片端から突出する一対の前側突壁部１２７を有
している。一対の前側突壁部１２７は、把持ベース１２１の両側の側壁部１２５ａ、１２
５ｂから、該側壁部１２５ａ、１２５ｂを把持ベース１２１前後方向に沿って延長するよ
うに突出する板片状に形成されている。以下、外被把持部材１２０について、前記前側突
壁部１２７の側を前、反対側を後として説明する。
【０１０８】
　図示例の外被把持部材１２０の一対の前側突壁部１２７には、後側ハウジング３０の固
定部材受け部４３（図３参照）の両側の側板部４３ｂに前後方向に延在形成された突部ガ
イド溝４３ｄに挿入される案内用突部１２８が突設されている。前側突壁部１２７におい
て、前記案内用突部１２８は、一対の前側突壁部１２７の互いに対面する内面側とは反対
の外面側に突設されている。
【０１０９】
　なお、外被把持部材としては、図示例の構成に限定されない。外被把持部材としては、
例えば、押さえ蓋を、前記係止板部１２３ｂを省略し、前記天板部１２３ａに、把持ベー
ス１２１の第２側壁部１２５ｂの突端に係合する係合部を設けた構造の押さえ蓋に変更し
た構成等も採用可能である。また、外被把持部材としては、把持ベースのみからなる構成
も採用可能である。また、外被把持部材としては、プラスチック製の一体成形品に限定さ
れず、複数部材によって組み立てた構成のものも採用可能である。
　引留用固定部材としては、外被把持部材に限定されず、例えば光ファイバケーブル１端
末外周に接着剤による接着固定、熱溶着などによって固定する部材などであっても良い。



(23) JP 2013-15727 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

【０１１０】
　図１２に示すように、引留用固定部材として前記外被把持部材１２０を用いて構成した
固定部材付きケーブル端末１ａは、その光ファイバケーブル１端末から突出する挿入光フ
ァイバ２を結合ユニット部５０Ａのブロック部４２のファイバ導入孔４２ａに送り込んで
いく作業において、外被把持部材１２０の前側突壁部１２７が前側（ブロック部４２側）
となる向きで、挿入補助スライダ４５の前記載せ台部４５ｃ上に載置する。固定部材付き
ケーブル端末１ａは、外被把持部材１２０の前後方向（把持ベース１２１前後方向）を結
合ユニット部５０Ａの前後方向に揃えて載せ台部４５ｃ上に載置する。
【０１１１】
　挿入補助スライダ４５の押圧用突起４５ｂは、細長板状のスライダ本体４５ａの幅方向
（結合ユニット部５０Ａの左右方向と一致）両側に突設されている。スライダ本体４５ａ
上に突設された一対の押圧用突起４５ｂは、外被把持部材１２０の一対の前側突壁部１２
７の間隔に応じた間隔で、スライダ本体４５ａの幅方向に互いに離隔して設けられている
。固定部材付きケーブル端末１ａは、載せ台部４５ｃ上に載置して前進（ブロック部４２
からの距離を縮める）させたときに、外被把持部材１２０の前記前側突壁部１２７の前端
によって、挿入補助スライダ４５の一対の押圧用突起４５ｂを押圧する。
　固定部材付きケーブル端末１ａが前進によって前進限界位置に到達したときには、光フ
ァイバケーブル１端末から突出する光ファイバ２先端の裸光ファイバ２ａが、クランプ部
付きフェルール６０の内蔵光ファイバ６２後端に突き合わせ接続された状態となる。
【０１１２】
　光ファイバケーブル１端末への光コネクタ１０の組み立ては、まず、前側移動限界位置
から後側にずれた位置に配置した挿入補助スライダ４５の載せ台部４５ｃに載置した固定
部材付きケーブル端末１ａをユニット部ハウジング５１Ａ（具体的には後側ハウジング４
０）に対する前進限界位置まで前進させる。これにより、光ファイバケーブル１端末から
突出する光ファイバ２を、ブロック部４２のファイバ導入孔４２ａからクランプ部付きフ
ェルール６０の被覆部収納溝６９ｂ、６９ｃを介して調心溝６９ａに送り込み、光ファイ
バ２先端の裸光ファイバ２ａを内蔵光ファイバ６２後端に突き合わせ接続する。
　固定部材付きケーブル端末１ａは、前進によって、後側ハウジング４０の固定部材受け
部４３にその前側のブロック部４２に向かって押し込まれ、前進限界位置に到達したとき
には固定部材受け部４３内側に収納される。
【０１１３】
　次いで、後側ハウジング４０に枢着されている引き留めカバー４６（後述）の後側ハウ
ジング４０に対する回動操作によって、固定部材受け部４３内側の固定部材付きケーブル
端末１ａにその上側から引き留めカバー４６を被せる（図１、図２参照）。これにより、
図１４（ａ）仮想線に示すように、引き留めカバー４６に設けられている後退規制片４６
ｆ（後述）を、固定部材付きケーブル端末１ａの引留用固定部材１２０（図示例では外被
把持部材）の後端に当接させ、固定部材付きケーブル端末１ａの前進限界位置からの後退
を規制する。その結果、クランプ部付きフェルール６０の内蔵光ファイバ６２に対する光
ファイバ２（具体的にはその先端に口出しした裸光ファイバ２ａ）の突き合わせ接続状態
を保つ。
【０１１４】
　次に、クランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３から、該クランプ部６３の半割
り状の把持用素子部を構成する後側延出片６５と蓋部材６６、６７との間に介挿されてい
る介挿片８１、８２を抜き去る。
　その結果、クランプ部付きフェルール６０のクランプばね６８の弾性によって、後側延
出片６５と前蓋部材６６との間に光ファイバ２先端の裸光ファイバ２ａが把持固定され、
後側延出片６５と後蓋部材６７との間に光ファイバ２の被覆２ｂ付き部分（被覆部）が把
持固定される。これにより、クランプ部付きフェルール６０の内蔵光ファイバ６２に対す
る光ファイバ２（具体的にはその先端に口出しした裸光ファイバ２ａ）の突き合わせ接続
状態を安定に保つことができる。
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【０１１５】
　前蓋部材６６には、後側延出片６５の対向面６５ａに対面する平坦な対向面６６ａが形
成されている。クランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３の半割り状の把持用素子
部を構成する後側延出片６５と蓋部材６６、６７との間から介挿片８１、８２を抜き去る
と、前蓋部材６６は、平坦な対向面６６ａによって、内蔵光ファイバ６２の後側突出部６
２ａと、該後側突出部６２ａの後端に突き合わせた挿入光ファイバ２先端の裸光ファイバ
２ａとを調心溝６９ａに押し付けて後側延出片６５との間に把持固定する。これにより、
挿入光ファイバ２の裸光ファイバ２ａ先端を内蔵光ファイバ６２後端に対して高い調心精
度を以て突き合わせ接続した状態を保つことができる。
【０１１６】
　クランプ部付きフェルール６０のクランプ部６３に挿入光ファイバ２を把持固定するこ
とで、光ファイバケーブル１端末への光コネクタ１０の組み立てが完了する。
【０１１７】
　図３、図１２に示すように、引き留めカバー４６は、後側ハウジング４０の固定部材受
け部４３に押し込まれた固定部材付きケーブル端末１ａ上に配置される天板部４６ａの両
側に細長板状のカバー側板部４６ｂを設けた構成のカバー本体４６Ｈを有している。天板
部４６ａの両側のカバー側板部４６ｂは、天板部４６ａの片面４６ｃ側に天板部４６ａに
対して垂直に突設され、前記片面４６ｃに沿う方向を長手方向として互いに平行に延在し
ている。
【０１１８】
　また、天板部４６ａの両側に設けられた一対のカバー側板部４６ｂは、その長手方向片
端側が前記天板部４６ａから突出されている。
　引き留めカバー４６は、一対のカバー側板部４６ｂの前記天板部４６ａから突出された
先端部を、回動軸４１ｇ（図１、図１２参照）によって、後側ハウジング４０にその左右
方向（固定部材受け部４３の一対の側板部４３ｂの間隔方向）の回動軸線を以て回動可能
に枢着してハウジング１００Ｈに設けられている。
【０１１９】
　カバー側板部４６ｂの、回動軸４１ｇによって後側ハウジング４０に枢着された先端部
を、以下、枢着端部とも言う。
　図示例の結合ユニット部５０Ａにおいて、前記回動軸４１ｇは、後側ハウジング４０の
左右方向両側、より具体的にはブロック部４２の左右方向両側に突起状に突設されている
。引き留めカバー４６は、一対のカバー側板部４６ｂの枢着端部をその板厚方向に貫通し
て形成した軸挿入孔４６ｅに嵌め込まれた前記回動軸４１ｇを中心に、後側ハウジング４
０にその左右方向の軸線（回動軸線）を以て回動可能に枢着されている。
【０１２０】
　なお、引き留めカバー４６の後側ハウジング４０に対する枢着構造としては、図示例の
構造に限定されない。前記枢着構造としては、例えば、一対のカバー側板部４６ｂの枢着
端部の互いに対面する側に突設した軸部を、後側ハウジング４０のブロック部４２の左右
両側に穿設した軸挿入穴に挿入し、引き留めカバー４６を、前記軸部を中心に、後側ハウ
ジング４０にその左右方向の軸線（回動軸線）を以て回動可能に枢着した構成等も採用可
能である。
【０１２１】
　図１、図１４（ａ）、（ｂ）に示すように、引き留めカバー４６は、回転軸４６ｄから
延出するカバー本体４６Ｈの回転軸４６ｄとは反対側（以下、延出端側とも言う）に、前
記後退規制片４６ｆを有する構成となっている。
　この引き留めカバー４６は、その延出端側の端部が後側ハウジング４０の固定部材受け
部４３から離隔して配置された状態から、前記回動軸４１ｇを中心とする回動によって、
固定部材受け部４３にその上側から被せることができる。このときの引き留めカバー４６
の固定部材受け部４３に対する位置を被せ位置（図１実線、図１４（ａ）、（ｂ）仮想線
参照）とも言う。
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【０１２２】
　後側ハウジング４０の固定部材受け部４３にその後側から固定部材付きケーブル端末１
ａを押し込む作業は、引き留めカバー４６を、固定部材付きケーブル端末１ａの押し込み
作業の障害になることを回避するべく、延出端側の端部が後側ハウジング４０の固定部材
受け部４３から充分に離隔させ、固定部材受け部４３に対して開放した状態で行う。そし
て、引き留めカバー４６は、固定部材受け部４３に固定部材付きケーブル端末１ａを押し
込んだ後、前記回動軸４１ｇを中心とする回動によって前記被せ位置に配置する。
【０１２３】
　引き留めカバー４６は、固定部材受け部４３に対して被せ位置に配置したときに、天板
部４６ａが固定部材受け部４３の底板部４３ａに沿う向きとなる。また、被せ位置に配置
した引き留めカバー４６は、天板部４６ａの片面４６ｃ（以下、内面とも言う）側にリブ
状に張り出す一対のカバー側板部４６ｂの間に、固定部材受け部４３の底板部４３ａから
突出する一対の側板部４３ｂを収納する。
【０１２４】
　図１４（ｂ）仮想線に示すように、被せ位置に配置した引き留めカバー４６は、その天
板部４６ａの内面４６ｃが固定部材受け部４３の一対の側板部４３ｂの底板部４３ａとは
反対側の端部（上端）に当接する。また、この引き留めカバー４６は、被せ位置に配置し
たときに、両側のカバー側板部４６ｂに形成されている係止用窓４６ｇに、固定部材受け
部４３の一対の側板部４３ｂの外面（一対の側板部４３ｂの互いに対面する内面とは反対
の面）側に突設された係止突起４３ｃが入り込んで固定部材受け部４３に対して被せ位置
に係止される。これにより、引き留めカバー４６は、延出端側の端部が後側ハウジング４
０の固定部材受け部４３から離隔する方向への回動が規制され、固定部材受け部４３に対
して被せ位置にある状態が安定に保たれる。
【０１２５】
　図１実線、図１４（ａ）、（ｂ）仮想線に示すように、引き留めカバー４６は、前記被
せ位置に配置したときに、後退規制片４６ｆを、後側ハウジング４０に対する前側移動限
界位置にある引留用固定部材１２０の後側に配置して引留用固定部材１２０に当接させる
ことができる。
　引き留めカバー４６のカバー本体４６Ｈは、一対のカバー側板部４６ｂと天板部４６ａ
とによって構成されて断面コ字状で延在するコ字形カバー部４６ｄを有する。カバー本体
４６Ｈの延出端側の端部はコ字形カバー部４６ｄによって構成されている。
【０１２６】
　図示例の引き留めカバー４６において、後退規制片４６ｆは、カバー本体４６Ｈの延出
端側の断面コ字形の端部の内周に沿って突設されたリブ状の突部であり、門形に形成され
ている。この後退規制片４６ｆは、引き留めカバー４６を被せ位置に配置したときに、引
留用固定部材１２０から後方に延出する光ファイバケーブル１を避けて、固定部材受け部
４３の左右方向に一致する引留用固定部材１２０の左右両側の壁部の後側に配置され当接
される。この結果、引き留めカバー４６によって、固定部材付きケーブル端末１ａを光コ
ネクタ１０に対して引き留めることができる。
　なお、光ファイバケーブル１は、門形の後退規制片４６ｆの内側のケーブル挿通凹部４
６ｋに通され、引き留めカバー４６から後側に延出した状態となる。
【０１２７】
　後退規制片４６ｆとしては、カバー本体４６Ｈの延出端側の断面コ字形の端部の内周に
沿う門形の形状に限定されない。後退規制片としては、例えば、カバー本体４６Ｈの一対
のカバー側板部４６ｂの延出端側の端部の互いに対面する内面側のみに突設し、天板部４
６ａからの突設を省略した構成等も採用可能である。
【０１２８】
　なお、引留用固定部材１２０を結合ユニット部５０Ａに引き留めて前進限界位置に保持
する引き留め手段としては、上述の引き留めカバーに限定されない。前記引き留め手段と
しては、例えば、後側ハウジング４０の固定部材受け部４３にその後側から押し込まれた
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固定部材付きケーブル端末１ａの引留用固定部材１２０に係合する弾性爪等も採用可能で
ある。
【０１２９】
　光ファイバケーブル１端末に組み立てた光コネクタ１０がコネクタ取付プレート５に取
り付けられた構成のコネクタ接続ユニット２００（図１５参照）の組み立て方法としては
、例えば、以下の３通りを挙げることができる。
【０１３０】
　第１の組立方法は、例えば図１６に示すように、まず、コネクタ取付プレート５の窓孔
５ａを介して該コネクタ取付プレート５の裏面５ｃ側から表面５ｂ側へ引き出した光ファ
イバケーブル１端末に光コネクタ１０を組み立てる。次いで、光コネクタ１０のコネクタ
嵌合ハウジング２０の後筒部２０ｂをコネクタ取付プレート５の表面５ｂ側から窓孔５ａ
に押し込んでコネクタ取付プレート５に取り付け、光コネクタ１０をコネクタ取付プレー
ト５に取り付けた状態とし、図１５に示すようにコネクタ接続ユニット２００を組み立て
るものである。
【０１３１】
　第２の組立方法は、例えば図１７に示すように、まず、光ファイバケーブル１端末に組
み立て前の光コネクタ１０をコネクタ取付プレート５に取り付ける。光コネクタ１０のコ
ネクタ嵌合ハウジング２０は、その後筒部２０ｂをコネクタ取付プレート５の表面５ｂ側
から窓孔５ａに押し込んでコネクタ取付プレート５に取り付ける。また、光コネクタ１０
は、結合ユニット部５０Ａの後側ハウジング４０（図示例の光コネクタ１０にあっては後
部ユニット４４）をコネクタ取付プレート５の裏面５ｃ側に突出させておく。次いで、こ
の光コネクタ１０の結合ユニット部５０Ａの後側ハウジング４０の固定部材受け部４３に
その後側から、光ファイバケーブル１端末に引留用固定部材１２０を取り付けて構成した
固定部材付きケーブル端末１ａを押し込んで、光ファイバケーブル１端末に露出させてお
いた挿入光ファイバ２を光コネクタ１０の内蔵光ファイバ６２に突き合わせ接続し、光フ
ァイバケーブル１端末に光コネクタ１０を組み立てる。光ファイバケーブル１端末への光
コネクタ１０の組み立て完了によって、コネクタ接続ユニット２００を組み立てることが
できる。
【０１３２】
　第３の組立方法は、図１８に示すように、まず、光ファイバケーブル１端末に光コネク
タ１０の結合ユニット部５０Ａを組み立て（組み付け）る。結合ユニット部５０Ａは、光
コネクタ１０からコネクタ嵌合ハウジング２０を省略した構成であり、光ファイバケーブ
ル１端末への結合ユニット部５０Ａの組み立ては、光ファイバケーブル１端末への光コネ
クタ１０の組み立てと同様に行うことができる。次いで、光ファイバケーブル１端末に組
み立てた結合ユニット部５０Ａの前側ハウジング３０を、コネクタ取付プレート５に取り
付けておいたコネクタ嵌合ハウジング２０の後筒部２０ｂ側からハウジング貫通孔２６に
押し込み、ベース部３１をネクタ嵌合ハウジング２０に嵌合させ、一体化する。これによ
り、光ファイバケーブル１端末に光コネクタ１０が組み立てられた状態となり、その結果
、光ファイバケーブル１端末に組み立てられた光コネクタ１０がコネクタ取付プレート５
に取り付けられた構成のコネクタ接続ユニット２００が組み立てられる。
【０１３３】
　第３の組立方法では、光ファイバケーブル１端末に組み立てた結合ユニット部５０Ａの
前側ハウジング３０を、コネクタ嵌合ハウジング２０のハウジング貫通孔２６に後筒部２
０ｂ側から押し込んでコネクタ嵌合ハウジング２０に嵌合させることで、光ファイバケー
ブル１端末への光コネクタ１０の組み立てが実現される。
　第１の組立方法における、光ファイバケーブル１端末への光コネクタ１０の組み立ては
、例えば、コネクタ嵌合ハウジング２０に結合ユニット部５０Ａが組み付けられた構成の
光コネクタ１０を用い、この光コネクタ１０を光ファイバケーブル１端末に組み立てる。
但し、第１の組立方法は、光ファイバケーブル１端末に結合ユニット部５０Ａを組み立て
た後、結合ユニット部５０Ａの前側ハウジング３０をコネクタ嵌合ハウジング２０に嵌合
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させる手順で、光ファイバケーブル１端末への光コネクタ１０の組み立てを行っても良い
。
【０１３４】
　結合ユニット部５０Ａの前側ハウジング３０は、コネクタ嵌合ハウジング２０のハウジ
ング貫通孔２６に後筒部２０ｂ側から押し込んで行くことでコネクタ嵌合ハウジング２０
に嵌合させることができる。
　図８（ａ）～（ｄ）に示すように、コネクタ嵌合ハウジング２０のハウジング貫通孔２
６の後筒部２０ｂに位置する部分の内面には、前記コネクタ嵌合ハウジング２０に挿入、
嵌合した前側ハウジング３０のコネクタ嵌合ハウジング２０に対する前後方向（コネクタ
嵌合ハウジング２０の軸線方向）の移動を規制する係止手段として、係止突部２７とスト
ッパ突部２８とが突設されている。係止突部２７とストッパ突部２８とは、コネクタ嵌合
ハウジング２０の前後方向に位置をずらして突設され、前記係止突部２７が前記ストッパ
突部２８の後側に位置している。
【０１３５】
　図８（ａ）～（ｄ）に示すように、前記係止突部２７は、前側（ハウジング貫通孔２６
の前筒部２０ａ側開口部の側）へ行くにしたがってハウジング貫通孔２６内面からの突出
寸法が増大するテーパ状に形成された突起である。
　一方、ストッパ突部２８の後側の面は、コネクタ嵌合ハウジング２０の軸線に垂直に形
成されている。
【０１３６】
　図３、図６、図１０に示すように、結合ユニット部５０Ａの前側ハウジング３０のベー
ス部３１には、その前後方向に互いに離隔する２箇所の外周に、コネクタ嵌合ハウジング
２０のハウジング貫通孔２６内面に当接する孔内面当接突部３１ａ、３１ｂが周設されて
いる。前側ハウジング３０は、コネクタ嵌合ハウジング２０のハウジング貫通孔２６に押
し込んで嵌合したときに、ベース部３１の外周全周にわたって延在する孔内面当接突部３
１ａ、３１ｂが、その延在方向全長にわたってハウジング貫通孔２６内面に当接して、ハ
ウジング貫通孔２６内に位置決めして設けられる。
【０１３７】
　前側ハウジング３０のベース部３１の前後方向の２箇所の孔内面当接突部３１ａ、３１
ｂのうち、前側に位置する孔内面当接突部３１ａは、前側ハウジング３０をコネクタ嵌合
ハウジング２０のハウジング貫通孔２６に挿入したときに前記係止突部２７を乗り越えて
、係止突部２７とストッパ突部２８との間に入り込む（図１０参照）。これにより、前記
孔内面当接突部３１ａは、ハウジング貫通孔２６内面のうち係止突部２７とストッパ突部
２８との間に位置する部分に当接するとともに、係止突部２７とストッパ突部２８とによ
ってコネクタ嵌合ハウジング２０に対する前後方向の移動が規制される。
　このとき、孔内面当接突部３１ａの後側の孔内面当接突部３１ｂは、コネクタ嵌合ハウ
ジング２０前後方向において係止突部２７の後側に位置してハウジング貫通孔２６内面に
当接する。その結果、前側ハウジング３０は、コネクタ嵌合ハウジング２０に対してその
前後方向の移動を規制して嵌合、固定される。
【０１３８】
　前側ハウジング３０のベース部３１の前後方向の２箇所の孔内面当接突部３１ａ、３１
ｂのうち、前側に位置する孔内面当接突部３１ａを、以下、固定用突部３１ａとも言う。
　図３、図１０に示すように、前記固定用突部３１ａは、その延在方向に垂直の断面が矩
形であり、前後両側が、前側ハウジング３０の前後方向に垂直の面に形成されている。
【０１３９】
　図１０に示すように、係止突部２７の前側は、コネクタ嵌合ハウジング２０の軸線に垂
直の面となっている。係止突部２７を乗り越えて係止突部２７とストッパ突部２８との間
に入り込んだ固定用突部３１ａは、係止突部２７にその前側から当接することで、コネク
タ嵌合ハウジング２０に対する後方への移動が規制される。係止突部２７は、該係止突部
２７を乗り越えて係止突部２７とストッパ突部２８との間に入り込んだ固定用突部３１ａ
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に係合して、固定用突部３１ａのコネクタ嵌合ハウジング２０に対する後方への移動を規
制する。
【０１４０】
　一方、ストッパ突部２８は、係止突部２７を乗り越えて係止突部２７とストッパ突部２
８との間に入り込んだ固定用突部３１ａの、コネクタ嵌合ハウジング２０に対する前方へ
の移動を規制する。
　また、コネクタ嵌合ハウジング２０の前後方向における係止突部２７とストッパ突部２
８との間の離隔距離は、係止突部２７とストッパ突部２８との間に入り込んだ固定用突部
３１ａのコネクタ嵌合ハウジング２０に対する前後方向の移動を規制するべく、前側ハウ
ジング３０の前後方向における固定用突部３１ａの寸法（厚み寸法）と合致させてある。
【０１４１】
　このため、係止突部２７を乗り越えて該係止突部２７とストッパ突部２８との間に入り
込んだ固定用突部３１ａは、係止突部２７とストッパ突部２８とによって前後から挟み込
まれるようにして保持され、コネクタ嵌合ハウジング２０に対する前後方向の移動が規制
される。その結果、コネクタ嵌合ハウジング２０のハウジング貫通孔２６に挿入した前側
ハウジング３０のベース部３１が、コネクタ嵌合ハウジング２０に対して嵌合、固定され
、コネクタ嵌合ハウジング２０に一体化される。コネクタ嵌合ハウジング２０のハウジン
グ貫通孔２６に挿入した前側ハウジング３０は、ベース部３１がコネクタ嵌合ハウジング
２０に一体化することで、コネクタ嵌合ハウジング２０に組み付けられる。
【０１４２】
　図３、図８（ａ）～（ｄ）に示すように、コネクタ嵌合ハウジング２０の前記係止突部
２７は、前記コネクタ嵌合ハウジング２０の一対の主壁部２１、２２のハウジング貫通孔
２６に臨む内面側にそれぞれ突設されている。
【０１４３】
　コネクタ嵌合ハウジング２０の前記主壁部２１、２２の後筒部２０ｂに位置する部分に
は、それぞれ、前後方向に延在する一対の長孔２９ａが形成されている。前記係止突部２
７は、主壁部２１、２２における一対の長孔２９ａの間に位置する部位である弾性壁部２
９に突設されている。
　前記長孔２９ａは、その延在方向両端のいずれも、コネクタ嵌合ハウジング２０の前後
方向の端面に達していない。長孔２９ａの延在方向両端は、コネクタ嵌合ハウジング２０
の前後方向の端面から離隔した所に位置する。
【０１４４】
　前記弾性壁部２９は、図示例の構成（以下、両持ち形弾性壁部とも言う）に限定されな
い。弾性壁部としては、主壁部２１、２２の後筒部２０ｂに位置する部分において、コネ
クタ嵌合ハウジング２０の後端面（後筒部２０ｂ側の端面）から前端面に向かって互いに
平行に延在形成したスリット状の一対の切り込み部の間に位置する部位（以下、片持ち形
弾性壁部とも言う）であっても良い。
【０１４５】
　片持ち形弾性壁部は、コネクタ嵌合ハウジング２０の後端面の一部を形成する後端部を
、ハウジング貫通孔２６軸線から離隔させる方向に変位操作することで弾性変形させるこ
とができる。これにより、係止突部２７とストッパ突部２８との間に保持された固定用突
部３１ａに対する係止突部２７の係合を解除可能とすることができる。コネクタ嵌合ハウ
ジング２０の後筒部２０ｂの両側の主壁部２１、２２に形成した片持ち形弾性壁部の内面
側に係止突部２７を突設した構成は、片持ち形弾性壁部の後端部の操作によって、固定用
突部３１ａに対する係止突部２７の係合を解除できる。このため、コネクタ嵌合ハウジン
グ２０内側に嵌合固定状態の前側ハウジング３０のコネクタ嵌合ハウジング２０からの抜
き去りが可能である。
【０１４６】
　一方、後筒部２０ｂの両側の主壁部２１、２２に形成した両持ち形弾性壁部２９の内面
側に係止突部２７を突設した構成のコネクタ嵌合ハウジング２０は、結合ユニット部５０
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Ａの前側ハウジング３０を嵌合した後では、弾性壁部２９を外力を与えて弾性変形させる
ことが容易でない。すなわち、弾性壁部２９は、コネクタ嵌合ハウジング２０に前側ハウ
ジング３０を嵌合した後は、外力の作用に対して弾性変形しにくい。このため、両持ち形
弾性壁部２９を採用したコネクタ嵌合ハウジング２０は、片持ち形弾性壁部を採用した構
成に比べて、固定用突部３１ａに対する係止突部２７の係合状態を安定に保つことができ
る。
【０１４７】
　なお、コネクタ嵌合ハウジング２０のハウジング貫通孔２６の後筒部２０ｂに位置する
部分の内面に突設する係止突部２７の突設位置、突設数は、図示例に限定されない。
　後筒部２０ｂ内面に突設する係止突部２７は、少なくとも１以上であれば良い。また、
係止突部２７の突設位置は、コネクタ嵌合ハウジング２０の主壁部に限定されず、側壁部
であっても良く、主壁部と側壁部の両方であっても良い。
　係止突部２７は、コネクタ嵌合ハウジング２０の後筒部２０ｂに設けた両持ち形弾性壁
部又は片持ち形弾性壁部に突設することが好ましい。
【０１４８】
　図６、図１１等に示すように、前記光コネクタ１０は、挿入光コネクタ９０を挿入可能
な光コネクタ挿入穴１１ａ（以下、コネクタ穴とも言う）を有し、このコネクタ穴１１ａ
に挿入して嵌合した挿入光コネクタ９０と直接接続できる。前記コネクタ穴１１ａに挿入
して嵌合した挿入光コネクタ９０のフェルール９３は、前側ハウジング３０のフェルール
挿入孔３３に収納された位置決めスリーブ５２内にてクランプ部付きフェルール６０のフ
ェルール６１に突き合わせ（接合端面６１ｂ、９３ａ同士の突き合わせ）ることができる
。そして、前記光コネクタ１０は、位置決めスリーブ５２内でのフェルール６１、９３同
士の突き合わせによって、光ファイバ２、９４同士のコネクタ接続（光接続）を実現でき
る。
【０１４９】
　前記光コネクタ１０は、コネクタ嵌合ハウジング２０に一体的に設けられた前側ハウジ
ング３０と、この前側ハウジング３０から後側に延出するプラグフレーム部３５に嵌合し
て前側ハウジング３０に取り付けた後側ハウジング４０とからなるユニット部ハウジング
５１Ａ内にクランプ部付きフェルール６０を収納する構成である。プラグフレーム部３５
を有する前側ハウジング３０の前側には、位置決めスリーブ５２を収納する突筒部３２、
及び前記挿入光コネクタ９０に係合する爪付き係合片３４が突設されている。すなわち、
挿入光コネクタ９０に係合する爪付き係合片３４及び突筒部３２は、フェルール６１を収
納する結合ユニット部５０Ａのユニット部ハウジング５１Ａの前側ハウジング３０に突設
されている。
　このため、この光コネクタ１０と、コネクタ嵌合部１１（図６、図１１参照）のコネク
タ穴１１ａに挿入される挿入光コネクタ９０との接続は、プラグ－アダプタ－プラグ方式
の結合方式に比べて、少ない部品点数で実現でき、低コスト化も容易に実現できる。
【０１５０】
　図２８は、コネクタ接続ユニット２００を上下多段に設けた光配線盤３００を示す。
　前記光配線盤３００は、コネクタ接続ユニット２００を支持するためのユニット支持体
３１０を有する。ユニット支持体３１０は、基台３１１上に支柱３１２を立設した構成に
なっている。
　各コネクタ接続ユニット２００は、コネクタ取付プレート５をユニット支持体３１０の
支柱３１２に取り付ける取付用部材５ｄを有している。取付用部材５ｄはコネクタ取付プ
レート５に固定されている。コネクタ接続ユニット２００は、取付用部材５ｄをユニット
支持体３１０の支柱３１２に固定してユニット支持体３１０に取り付けられている。コネ
クタ接続ユニット２００は、コネクタ取付プレート５が取付用部材５ｄ上に立設状態とな
る姿勢で、ユニット支持体３１０に取り付けられる。
【０１５１】
　図２８に例示した光配線盤３００に設けられるコネクタ接続ユニット２００としては、
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例えば、図２７に示すように、コネクタ取付用の窓孔５ａ（コネクタ挿入用窓孔）が横並
びに複数形成されたコネクタ取付プレート５を用いた構成を採用できる。そして、このコ
ネクタ接続ユニット２００としては、前記窓孔５ａを利用して前記コネクタ取付プレート
５に光コネクタ１０が横並びに複数取り付けられた構成のものを好適に用いることができ
る。
　なお、光配線盤としては、ユニット支持体に複数のコネクタ接続ユニット２００を取り
付けた構成であれば良く、必ずしもコネクタ接続ユニット２００が上下多段に設けられた
構成のものに限定されない。ユニット支持体としては、複数のコネクタ接続ユニット２０
０の配置に対応して適宜設計変更できる。
【０１５２】
　光コネクタの結合ユニット部５０は、コネクタ嵌合ハウジング２０に一体的に設けられ
る前側ハウジング３０と、この前側ハウジング３０に取り付けた後側ハウジング４０とか
らなるユニット部ハウジング５１内にフェルールを収納する構成であれば良く、図１～図
１９を参照して説明した構成に限定されない。
　結合ユニット部としては、例えば、図２０～図２３に示す結合ユニット部５０Ｂ、図２
４～図２６に示す結合ユニット部５０Ｃも採用可能である。
【０１５３】
　図２０～図２２に示す結合ユニット部５０Ｂは、光ファイバ心線等の被覆付き光ファイ
バである光ファイバ７の先端部に組み立て（取り付け）られるものである。
　この結合ユニット部５０Ｂは、既述の光コネクタ１０の結合ユニット部５０Ａの後部ユ
ニット４４にかえて、スリーブ状のストップリング５５を採用したものである。この結合
ユニット部５０Ｂは、後部ユニット４４にかえて前記ストップリング５５を採用した点の
みが既述の結合ユニット部５０Ａと異なる。
【０１５４】
　この結合ユニット部５０Ｂは、既述の光コネクタ１０の結合ユニット部５０Ａの前側ハ
ウジング３０と、前側ハウジング３０のプラグフレーム部３５に嵌合して前側ハウジング
３０に取り付けたスリーブ状のストップリング５５とからなるユニット部ハウジング５１
Ｂ内に、クランプ部付きフェルール６０とスプリング５３とを収納した構成になっている
。
　この結合ユニット部５０Ｂは、光ファイバケーブル１端末に組み立てるものではなく、
光ファイバケーブル１端末を引き留めるための引き留め手段を具備していない。
　ここで用いる光ファイバ７としては、例えば、その全長にわたってケーブル化された部
分が存在せず全長にわたって裸光ファイバ外周を覆う被覆が外周面（側面）を形成する構
成、あるいは長手方向の一部に裸光ファイバが露出した部分が確保されている以外は全長
にわたって裸光ファイバ外周を被覆が覆う構成のものである。
【０１５５】
　前記ストップリング５５は円筒状に形成されている。ストップリング５５は、その前端
部を、前側ハウジング３０から後側に延出するプラグフレーム部３５に嵌合して前側ハウ
ジング３０に取り付けることができる。ストップリング５５は、前端部をプラグフレーム
部３５にその後端から内挿し、前記前端部の両側に突設されている係合突起５５ｃ（図２
２参照）をプラグフレーム部３５後端部の両側に形成されている係止孔３５ａに入り込ま
せることでプラグフレーム部３５に嵌合する。
【０１５６】
　ストップリング５５の軸線方向の複数箇所（図示例では２箇所）には、クランプ部付き
フェルール６０の後側延出片６５と蓋部材６６、６７との間に介挿する介挿片５１、５２
を通すための介挿片挿通孔５５ａが形成されている。
　この結合ユニット部５０Ｂを採用した光コネクタは、現場組立形光コネクタである。こ
の光コネクタの結合ユニット部５０Ｂの光ファイバ７先端部への組み立て（取り付け）は
、クランプ部付きフェルール６０の後側延出片６５と蓋部材６６、６７との間に介挿片５
１、５２を介挿した状態（介挿片付きユニット部の状態）で、ストップリング５５後端の
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光ファイバ挿入口５５ｂから光ファイバ７を挿入する。そして、光ファイバ７（挿入光フ
ァイバ）先端に予め口出ししておいた裸光ファイバ７ａ（図２２参照）を内蔵光ファイバ
６２後端に突き当てた状態（突き合わせ接続した状態）で、クランプ部付きフェルール６
０のクランプ部６３から介挿片５１、５２を抜き去り、クランプ部６３に光ファイバ７先
端部を内蔵光ファイバ６２（図４、図６参照）の後側突出部６２ａとともに把持固定する
。
【０１５７】
　図２４、図２５に示す結合ユニット部５０Ｃは、既述の結合ユニット部５０Ａの前側ハ
ウジング３０と、この前側ハウジング３０のプラグフレーム部３５に嵌合して前側ハウジ
ング３０に取り付けたスリーブ状のストップリング５６とからなるユニット部ハウジング
５１Ｃ内に、光ファイバ心線等の被覆付き光ファイバである光ファイバ７の先端部に取り
付けたフェルール５７（内蔵フェルール）と、このフェルール５７をコネクタ前側へ向か
って弾性付勢するスプリング５８（コイルスプリング）とを収納した構成になっている。
　この結合ユニット部５０Ｃは、光ファイバ７の先端部に組み立てられている。
　光ファイバ７は、ストップリング５６後端の後端開口部５６ａから延出されている。
【０１５８】
　図２６に示すように、前記フェルール５７は、単心光コネクタ用のフェルールであり、
ファイバ孔５７ａが貫通するキャピラリ状のフェルール本体５７ｆにフランジ部品５７ｇ
を固定したものである。フランジ部品５７ｇは、フェルール本体５７ｆ前端の突き合わせ
接合用の接合端面５７ｂとは反対の後端部に固定されたリング状のフランジ部５７ｈに、
フェルール本体５７ｆ後端から後側へ延出するスリーブ部５７ｉが突設された構成となっ
ている。
　フェルール５７のファイバ孔５７ａは、フェルール本体５７ｆ先端（前端）の接合端面
５７ｂからフェルール５７後側に向かって延在し、フェルール後端面、すなわちフランジ
部品５７ｈのスリーブ部５７ｉの後端面に達している。このフェルール５７には、前記フ
ァイバ孔５７ａに挿入された光ファイバ７の先端部が内挿固定されている。ファイバ孔５
７ａに挿入された光ファイバ７の先端部は、例えば、ファイバ孔５７ａに充填された接着
剤による接着固定などによってフェルール５７に固定される。
【０１５９】
　図２６に示すように、前記ファイバ孔５７ａは、フェルール本体５７ｆ先端（前端）の
接合端面５７ｂからフェルール５７後側に向かって延在する微細孔である位置決め孔部５
７ｃを有する。このファイバ孔５７ａの位置決め孔部５７ｃ後端から後側の部分は、位置
決め孔部５７ｃに比べて径大に形成された被覆部収納孔部５７ｄとされている。被覆部収
納孔部５７ｄは、位置決め孔部５７ｃ後端から後側へ延在しフェルール後端面に達してい
る。
　フェルール５７には、ファイバ孔５７ａの位置決め孔部５７ｃに、光ファイバ７の先端
に口出しされた裸光ファイバ７ａが内挿固定され、被覆部収納孔部５７ｄに光ファイバ７
の裸光ファイバ７ａから後側の被覆７ｂ付き部分である被覆部が内挿固定されている。
【０１６０】
　本発明に係る実施形態の光コネクタは、挿入光コネクタ９０が先端に取り付けられてい
る光ファイバ９４に対してコネクタ接続する光ファイバ７、光ファイバケーブル１といっ
た光伝送体の構成に応じて、結合ユニット部５０の構成を適宜選択できる。
【０１６１】
　以上、本発明を最良の形態に基づいて説明してきたが、本発明は上述の最良の形態に限
定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
　例えば光コネクタの具体的構成は、本発明の技術的思想に適合する限り、なんら限定さ
れるものではない。光コネクタを組み立てる具体的手順も、光コネクタの具体的構成に応
じて改変可能である。
【０１６２】
　例えば、コネクタ嵌合ハウジングとしては、嵌合ハウジング本体２０ｆから突出する係
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止用弾性片２０ｅを含む全体が一体成形されたプラスチック製の一体成形品に限定されな
い。
　コネクタ嵌合ハウジングとしては、例えば、図２９、図３０に示すように、既述のコネ
クタ嵌合ハウジング２０から係止用弾性片２０ｅを省略したプラスチック製の一体成形品
とした構成のもの（コネクタ嵌合ハウジング２０Ａ）も採用可能である。
【０１６３】
　図２９、図３０に例示したコネクタ嵌合ハウジング２０Ａは、既述のコネクタ嵌合ハウ
ジング２０から係止用弾性片２０ｅを省略し、嵌合ハウジング本体２０ｆの外筒部２０ｂ
外周面に、コネクタ取付プレート５に対する取り付け用の金属板６を装着するための金属
板装着凹所２０ｃを形成したものである。このコネクタ嵌合ハウジング２０Ａの前筒部２
０ａ、後筒部２０ｂ、キー挿入用切り欠き２０ｄ、主板部２１、２２、側板部２３、２４
、当接突部２５、ハウジング貫通孔２６については、図中、既述のコネクタ嵌合ハウジン
グ２０の嵌合ハウジング本体２０ｆと共通の符号を付記する。
【０１６４】
　このコネクタ嵌合ハウジング２０Ａは、既述のコネクタ嵌合ハウジング２０の嵌合ハウ
ジング本体２０ｆの外筒部２０ｂ外周面に前記金属板装着凹所２０ｃを形成した構成の嵌
合ハウジング本体２０ｇを有する。この嵌合ハウジング本体２０ｇは、係止用弾性片２０
ｅを省略し、前記金属板装着凹所２０ｃを形成した点のみが、既述のコネクタ嵌合ハウジ
ング２０の嵌合ハウジング本体２０ｆと異なる。この嵌合ハウジング本体２０ｇにも、係
止突部２７、ストッパ突部２８、弾性壁部２９、長孔２９ａが既述のコネクタ嵌合ハウジ
ング２０の嵌合ハウジング本体２０ｆと同様に形成されている。この嵌合ハウジング本体
２０ｇの内側構造は、既述のコネクタ嵌合ハウジング２０の嵌合ハウジング本体２０ｆと
同じである。
【０１６５】
　図２９、図３０に示すように、前記金属板６はコ字板状に形成されている。この金属板
６は、角筒状の後筒部２０ｂ外周の４面の側面を形成する主壁部２１、２２及び側壁部２
３、２４のうち、一対の主壁部２１、２２の片方（図示例では符号２１の主壁部）と、そ
の両側の側壁部２３、２４とに重ね合わせて後筒部２０ｂに装着される。この金属板６は
、主壁部２１に重ね合わされる主板部６ａの両側に、側壁部２３、２４に重ね合わされる
立設板部６ｂを立設した構成となっている。主板部６ａの両側の立設板部６ｂは、主板部
６ａに対して垂直に形成されている。
【０１６６】
　嵌合ハウジング本体２０ｇの金属板装着凹所２０ｃは、後筒部２０ｂ外周に金属板６外
形と一致する形状の溝状に形成されている。この金属板装着凹所２０ｃは、その深さを金
属板６の板厚に概ね揃えた浅溝状に形成されている。金属板６の一対の立設板部６ｂは、
該金属板６を嵌合ハウジング本体２０ｇ外周に装着したときの嵌合ハウジング本体２０ｇ
前後方向に一致する方向である前後方向において、主板部６ａの両側に張り出す大きさに
形成されている。金属板６は、後筒部２０ｂ外周に該金属板６外形に合致する形状に形成
された金属板装着凹所２０ｃに嵌め込むだけで、後筒部２０ｂに対して位置ずれを規制し
て装着した状態を安定に維持できる。金属板６は、後筒部２０ｂに対して、その前後方向
をコネクタ嵌合ハウジング２０の前後方向に一致させて装着される。
　なお、金属板６としては、立設板部６ｂが、該金属板６の前後方向において主板部６ａ
の両側に張り出す構成に限定されず、主板部６ａの前後方向片側のみに張り出す構成のも
のも採用可能である。
【０１６７】
　金属板６の係止用弾性片６ｃは、立設板部６ｂの後端部から前側に行くにしたがって、
立設板部６ｂから、一対の立設板部６ｂの互いに対向する内面側とは反対の外面側に離隔
距離が増大するように、立設板部６ｂに対して傾斜して突出する舌片状の突片である。金
属板６は、立設板部６ｂから突出する係止用弾性片６ｃの突端側が前側、基端側が後側と
なる向きで、嵌合ハウジング本体２０ｇの後筒部２０ｂ外周に装着される。
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　嵌合ハウジング本体２０ｇの後筒部２０ｂ外周に装着した金属板６の係止用弾性片６ｃ
は、コネクタ嵌合ハウジング２０Ａの前筒部２０ａ側に行くにしたがって後筒部２０ｂ外
周面からの離隔距離が増大するように、後筒部２０ｂ外周面に対して傾斜して立設板部６
ｂから突出する。この係止用弾性片６ｃの先端（突端）は、コネクタ嵌合ハウジング２０
の軸線方向に一致する前後方向における中央部の当接突部２５との間に隙間を介してその
後側に離隔した位置に配置される。
　金属板６を装着したコネクタ嵌合ハウジング２０Ａは、コネクタ取付プレート５の窓孔
５ａに後筒部２０ｂを挿入し、金属板６の係止用弾性片６ｃの突端と当接突部２５との間
にコネクタ取付プレート５を挟み込むことで、コネクタ取付プレート５に取り付けること
ができる。
【符号の説明】
【０１６８】
　１…光ファイバケーブル、２…光ファイバ（挿入光ファイバ）、７…光ファイバ（挿入
光ファイバ）、１０…光コネクタ、１１ａ…光コネクタ挿入穴（コネクタ穴）、２０…コ
ネクタ嵌合ハウジング、２６ａ…前側ハウジング挿入穴、３０…前側ハウジング、４０…
後側ハウジング、３１…ベース部、３２…突筒部、３３…フェルール挿入孔（貫通孔）、
３４…爪付き係合爪、３５…プラグフレーム部、４０…後側ハウジング、４１…ストップ
リング（ストップリング部）、５０、５０Ａ、５０Ｂ…結合ユニット部、５１、５１Ａ、
５１Ｂ、５０Ｃ…ユニット部ハウジング、５２…位置決めスリーブ（割スリーブ）、５３
…スプリング、５５…ストップリング、５６…ストップリング、５７…内蔵フェルール（
フェルール）、５８…スプリング、６０…クランプ部付きフェルール、６１…内蔵フェル
ール（フェルール、フェルール本体）。

【図１】 【図２】
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